研究ノート　姚興「通三世論」と鳩摩羅什からの答書 by 釆睪 晃
69
研
究
ノ
ー
ト
姚
興
「
通
三
世
論
」
と
鳩
摩
羅
什
か
ら
の
答
書釆　
　
睪　
　
　
　
　
晃
　
こ
こ
に
取
り
挙
げ
る
「
通
三
世
論
」
は
、
姚
興
が
自
ら
の
三
世
に
対
す
る
見
解
を
述
べ
て
鳩
摩
羅
什
に
諮
問
し
た
も
の
と
、
そ
の
関
連
文
献
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
唐
の
道
宣
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
広
弘
明
集
』
巻
第
十
八
「
法
義
篇
」
に
収
め
ら
れ
て
現
在
に
ま
で
伝
わ
る
。
こ
れ
を
収
め
る
『
広
弘
明
集
』
巻
第
十
八
冒
頭
の
目
録
で
は
、「
後
秦
主
姚
興
與
安
成
侯
書
述
佛
義
」
と
「
通
三
世
等
論
并
羅
什
法
師
答
」
と
が
別
け
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
後
者
は
前
者
の
付
属
文
書
と
し
て
一
緒
に
姚
嵩
に
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
内
容
か
ら
窺
え
る
。
い
ま
、
一
連
の
文
書
と
し
て
扱
う
。
　
い
ま
、
姚
興
の
「
通
三
世
論
」
と
、
こ
れ
に
対
す
る
鳩
摩
羅
什
の
「
什
法
師
答
」
と
「
通
～
」
と
題
す
る
四
篇
の
文
献
を
後
に
掲
げ
、
幾
許
か
の
考
察
を
試
み
た
い
。
　
　
●　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
以
下
「
大
正
」）
第
五
二
巻
所
収
の
テ
キ
ス
ト
を
底
本
と
し
た
。
　
　
●　
釈
文
の
下
に
延
書
き
を
示
し
、
そ
の
後
に
現
代
語
訳
を
示
し
た
。
　
　
●　
釈
文
に
は
、
私
に
句
点
と
改
行
と
を
施
し
た
。
　
　
●　
便
宜
的
に
段
落
番
号
を
付
し
た
。
（
）
1
（
）
2
70
　
　
　
　
Ⅰ　
与
安
成
侯
嵩
書
　
　
　
　
Ⅱ　
姚
興
「
通
三
世
論
」
　
　
　
　
Ⅲ　
鳩
摩
羅
什　
答
書
　
　
　
　
Ⅳ　
通
不
住
法
住
般
若
　
　
　
　
Ⅴ　
通
聖
人
放
大
光
明
普
照
十
方
　
　
　
　
Ⅵ　
通
三
世
　
　
　
　
Ⅶ　
通
一
切
諸
法
空
Ⅰ
─
1
　
　
安
成
侯
嵩
（
姚
嵩
）
に
与
え
た
書
簡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姚
興
　
私
（
姚
興
）
は
、
か
つ
て
、
大
乗
の
い
く
つ
か
の
事
柄
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
書
き
記
し
ま
し
た
。
手
立
て
を
も
っ
て
鳩
摩
羅
什
法
師
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
致
し
ま
し
た
。［
と
こ
ろ
が
、］
哀
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
理
論
を
十
分
に
極
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。［
そ
の
上
、］
さ
ほ
ど
長
い
間
を
置
か
ず
し
て
鳩
摩
羅
什
法
師
に
も
異
変
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り
、
悲
し
み
ご
と
（
）
3
　
　
與
安
成
侯
嵩
書　
　
　
　
姚
興
吾
曾
以
己
所
懷
疏
條
摩
訶
衍
諸
義
。
圖
與
什
公
平
詳
厥
衷
。
遂
有
哀
故
不
復
能
斷
理
。
未
久
什
公
尋
復
致
變
。
自
爾
喪
戎
相
尋
。
無
復
意
事
。
遂
忘
棄
之
。
　
　
安
成
侯
嵩
に
与
ふ
る
書　
　
　
　
姚
興
吾
曾
て
己
が
所
懐
を
以
て
摩
訶
衍
の
諸
義
を
疏
條
し
き
。
図
り
て
什
公
と
厥そ
の
衷うち
を
平
詳
せ
り
。
遂
に
哀
有
る
が
故
に
復
た
能
く
理
を
断
ぜ
ず
。
未
だ
久
し
か
ら
ず
し
て
什
公
尋
い
で
復
た
変
を
致
す
。
爾
れ
自
り
喪
戎
相
尋
ぎ
て
復
た
意
事
無
し
。
遂
に
忘
れ
て
之
を
棄
て
り
。
（
）
4
（
）
5
（
）
6
（
）
7
（
）
8
（
）
9
（
）
10
71
や
異
民
族
の
侵
攻
が
相
次
い
だ
た
め
に
、
そ
れ
以
上
に
心
を
［
大
乗
の
諸
義
に
］
つ
い
や
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。［
そ
の
た
め
、］
遂
に
こ
れ
を
忘
れ
て
捨
て
置
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
Ⅰ
─
2
　
近
ご
ろ
に
な
っ
て
、
使
者
を
遣
わ
し
て
仏
像
を
送
る
の
を
契
機
と
し
て
、
あ
な
た
（
姚
嵩
）
と
註
釈
書
を
作
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
文
箱
の
中
［
を
探
し
て
み
る
と
］、
す
ぐ
に
か
つ
て
書
い
た
も
の
の
全
て
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
ま
、
お
送
り
し
て
あ
な
た
に
お
示
し
し
ま
す
の
で
、
お
時
間
の
あ
る
と
き
に
で
も
繙
い
て
み
て
下
さ
い
。
も
し
、
あ
な
た
が
お
気
付
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
で
も
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
短
時
間
で
も
あ
な
た
に
直
接
お
目
に
か
か
れ
れ
ば
、
き
っ
と
愉
快
な
も
の
で
し
ょ
う
。
Ⅰ
─
3
近
以
當
遣
使
送
像
。
欲
與
卿
作
疏
。
箱
篋
中
忽
得
前
所
條
本
末
。
今
送
示
卿
。
徐
徐
尋
撫
。
若
於
卿
有
所
不
足
者
。
便
可
致
難
也
。
見
卿
未
日
並
可
以
當
言
笑
近
ご
ろ
当
に
使
を
遣
し
て
像
を
送
る
べ
き
を
以
て
、
卿なんぢと
疏
を
作
ら
ん
と
欲
す
。
箱
篋
中
に
忽
ち
に
前
に
條
せ
る
所
の
本
末
を
得
た
り
。
今
送
り
て
卿
に
示
す
。
徐
徐
に
尋
撫
せ
よ
。
若
し
卿
に
於
て
足
ら
ざ
る
所
有
ら
ば
、
便
ち
難
を
致
す
可
き
な
り
。
卿
に
見
え
て
未
だ
日
な
ら
ざ
る
も
並
び
に
以
て
当
に
言
笑
す
べ
し
。
（
）
11
吾
前
試
通
聖
人
三
逹
觀
。
以
諮
什
公
。
公
尋
有
答
。
今
并
送
。
往
請
此
事
。
皆
是
昔
日
之
意
。
如
今
都
無
情
懷
。
如
何
矣
。
吾
前さき
に
聖
人
の
三
逹
観
に
通
ぜ
ん
と
試
み
て
、
以
て
什
公
に
諮
れ
り
。
公
尋
い
で
答
有
り
。
今
并
び
に
送
る
。
往さき
に
此
の
事
を
請
へ
る
は
、
皆
是
れ
昔
日
の
意
な
り
。
今
の
如
き
は
都
て
情
懐
無
し
。
如
何
せ
ん
。
（
）
12
（
）
13
（
）
14
72
　
で
す
か
ら
、
あ
り
の
ま
ま
の
思
い
を
記
し
、
と
り
と
め
も
無
い
こ
と
を
言
っ
て
み
ま
し
た
。
や
は
り
、
と
り
と
め
も
無
い
言
葉
は
真
実
の
理
に
ぴ
っ
た
り
と
合
致
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
胸
の
内
に
く
す
ぶ
る
想
い
を
黙
っ
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
書
き
記
し
た
ま
ま
を
お
送
り
致
し
ま
す
。［
雑
駁
な
文
章
で
す
か
ら
、］
巧
み
な
方
（
鳩
摩
羅
什
法
師
）
は
適
切
な
言
葉
の
み
を
取
り
い
れ
て
［
私
の
心
中
を
お
察
し
下
さ
い
］。
Ⅱ
─
3
　
私
（
姚
興
）
が
考
え
ま
す
に
、
三
世
は
一
続
き
の
も
の
で
、
循
環
し
て
は
た
ら
き
と
な
り
ま
す
。
Ⅱ
─
4
　
過
去
は
、
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
理
は
常
に
在
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、［
過
去
が
］
在
る
と
言
え
ば
如
以
會
理
。
然
胸
襟
之
中
。
欲
有
少
許
意
。
了
不
能
默
已
。
輒
疏
條
相
呈
。
匠
者
可
爲
折
衷
。
と
試
む
。
誠
に
知
ん
ぬ
、
孟
浪
の
言
は
、
以
て
理
に
会
す
る
に
は
足
ら
ざ
る
こ
と
を
。
然
る
に
胸
襟
の
中
、
少
し
許
り
意
有
ら
ん
と
欲
す
る
に
、
了つひ
に
黙
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
の
み
。
輒
ち
疏
條
し
て
相
呈
す
。
匠
者
折
衷
を
為
す
べ
し
。
（
）
18
余
以
爲
、
三
世
一
統
。
循
環
爲
用
。
余
、
以お
も為
へ
ら
く
、
三
世
は
一
統
に
し
て
、
循
環
し
て
用
と
為
る
。
過
去
。
雖
滅
其
理
常
在
。
所
以
在
者
非
如
。
阿
毘
曇
注
言
。
五
陰
塊
然
。
喩
若
足
之
履
地
。
眞
足
雖
往
。
厥
迹
猶
存
。
過
去
は
、
滅
す
と
雖
も
其
の
理
は
常
に
在
り
。
所
以
に
在
る
と
は
如
に
非
ず
。
阿
毘
曇
注
し
て
言
は
く
、「
五
陰
の
塊
然
た
る
こ
と
、
喩
へ
ば
足
の
地
を
履
む
が
若
し
。
真
足
は
往
く
と
雖
も
、
厥
の
迹
は
猶
ほ
存
す
」
と
。
（
）
19
　
私
は
以
前
に
、
聖
人
が
［
過
去
・
現
在
・
未
来
の
］
三
世
に
達
観
す
る
［
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
に
］
通
じ
よ
う
と
し
て
、
鳩
摩
羅
什
法
師
に
諮
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
鳩
摩
羅
什
法
師
は
す
ぐ
に
お
返
事
を
下
さ
い
ま
し
た
。
い
ま
、［
そ
の
お
返
事
も
］
一
緒
に
送
り
ま
す
。［
鳩
摩
羅
什
法
師
に
］
こ
の
こ
と
を
お
伺
い
し
た
の
は
も
う
随
分
と
前
の
こ
と
で
す
。
今
と
な
っ
て
は
［
か
つ
て
の
］
思
い
は
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
。
Ⅱ
─
1
　
　
三
世
に
通
じ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
論
　
か
つ
て
何
人
か
の
法
師
に
三
世
（
過
去
・
現
在
・
未
来
）
を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
お
訊
ね
し
ま
し
た
が
、
あ
る
方
は
「（
三
世
が
）
有
る
」
と
仰
り
、
別
の
方
は
「
無
い
」
と
仰
っ
て
、
何
が
適
切
な
解
答
な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ
と
は
偉
大
な
法
の
中
の
重
要
な
事
柄
で
す
か
ら
、［
仏
典
中
の
］
あ
ち
こ
ち
に
論
じ
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、
有
る
の
か
無
い
の
か
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
い
つ
も
残
念
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
Ⅱ
─
2
　
　
通
三
世
論
曾
問
。
諸
法
師
明
三
世
。
或
有
或
無
。
莫
適
所
定
。
此
亦
是
大
法
中
一
段
。
處
所
而
有
無
不
柑
。
情
毎
慨
之
。
　
　
三
世
に
通
ず
る
の
論
曾
て
諸
法
師
に
三
世
を
明
め
ん
こ
と
を
問
ふ
に
、
或
は
「
有
り
」
と
或
は
「
無
し
」
と
し
て
、
適
し
て
定
む
る
所
莫
し
。
此
は
亦
た
是
れ
大
法
中
の
一
段
な
れ
ば
、
処
所
に
あ
り
て
有
り
と
も
無
し
と
も
柑
ぜ
ず
。
情こころ毎
に
之
を
慨
け
り
。
（
）
15
（
）
16
是
以
。
忽
疏
野
懷
。
聊
試
孟
浪
言
之
。
誠
知
。
孟
浪
之
言
。
不
足
是
を
以
て
、
忽
ち
に
野
懐
を
疏
し
、
聊いさ
さ
か
孟
浪
に
之
を
言
は
ん
（
）
17
73
　
で
す
か
ら
、
あ
り
の
ま
ま
の
思
い
を
記
し
、
と
り
と
め
も
無
い
こ
と
を
言
っ
て
み
ま
し
た
。
や
は
り
、
と
り
と
め
も
無
い
言
葉
は
真
実
の
理
に
ぴ
っ
た
り
と
合
致
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
胸
の
内
に
く
す
ぶ
る
想
い
を
黙
っ
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
書
き
記
し
た
ま
ま
を
お
送
り
致
し
ま
す
。［
雑
駁
な
文
章
で
す
か
ら
、］
巧
み
な
方
（
鳩
摩
羅
什
法
師
）
は
適
切
な
言
葉
の
み
を
取
り
い
れ
て
［
私
の
心
中
を
お
察
し
下
さ
い
］。
Ⅱ
─
3
　
私
（
姚
興
）
が
考
え
ま
す
に
、
三
世
は
一
続
き
の
も
の
で
、
循
環
し
て
は
た
ら
き
と
な
り
ま
す
。
Ⅱ
─
4
　
過
去
は
、
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
理
は
常
に
在
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、［
過
去
が
］
在
る
と
言
え
ば
如
以
會
理
。
然
胸
襟
之
中
。
欲
有
少
許
意
。
了
不
能
默
已
。
輒
疏
條
相
呈
。
匠
者
可
爲
折
衷
。
と
試
む
。
誠
に
知
ん
ぬ
、
孟
浪
の
言
は
、
以
て
理
に
会
す
る
に
は
足
ら
ざ
る
こ
と
を
。
然
る
に
胸
襟
の
中
、
少
し
許
り
意
有
ら
ん
と
欲
す
る
に
、
了つひ
に
黙
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
の
み
。
輒
ち
疏
條
し
て
相
呈
す
。
匠
者
折
衷
を
為
す
べ
し
。
（
）
18
余
以
爲
、
三
世
一
統
。
循
環
爲
用
。
余
、
以お
も為
へ
ら
く
、
三
世
は
一
統
に
し
て
、
循
環
し
て
用
と
為
る
。
過
去
。
雖
滅
其
理
常
在
。
所
以
在
者
非
如
。
阿
毘
曇
注
言
。
五
陰
塊
然
。
喩
若
足
之
履
地
。
眞
足
雖
往
。
厥
迹
猶
存
。
過
去
は
、
滅
す
と
雖
も
其
の
理
は
常
に
在
り
。
所
以
に
在
る
と
は
如
に
非
ず
。
阿
毘
曇
注
し
て
言
は
く
、「
五
陰
の
塊
然
た
る
こ
と
、
喩
へ
ば
足
の
地
を
履
む
が
若
し
。
真
足
は
往
く
と
雖
も
、
厥
の
迹
は
猶
ほ
存
す
」
と
。
（
）
19
74
（
真
実
）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ビ
ダ
ル
マ
が
次
の
よ
う
に
注
釈
し
て
い
ま
す
。「
五
陰
は
塊
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
足
が
地
面
を
履
む
よ
う
な
も
の
で
、
本
当
の
足
は
行
っ
て
し
ま
っ
て
［
も
う
存
在
し
な
い
］
が
、
そ
の
足
跡
は
や
は
り
［
地
面
に
］
存
在
し
て
い
る
。」
Ⅱ
─
5
　
未
来
は
、
火
が
木
の
中
に
在
る
よ
う
な
も
の
で
す
。［
現
在
の
］
木
の
中
に
［
未
来
の
］
火
が
有
る
と
言
お
う
と
し
て
も
、
そ
れ
を
見
よ
う
と
し
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。［
現
在
の
木
の
中
に
は
未
来
の
火
が
］
無
い
と
言
お
う
と
し
て
も
、
縁
が
合
す
れ
ば
火
は
お
き
ま
す
。
Ⅱ
─
6
　
経
典
に
は
、「
聖
人
は
三
世
を
見
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
し
［
過
去
や
未
来
が
］
無
い
と
し
た
ら
聖
人
が
見
る
対
象
は
無
い
當
來
。
如
火
之
在
木
。
木
中
欲
言
有
火
耶
。
視
之
不
可
見
。
欲
言
無
耶
。
縁
合
火
出
。
当
来
は
、
火
の
木
に
在
る
が
如
し
。
木
の
中
に
火
有
り
と
言
は
ん
と
欲
す
る
や
、
之
を
視
ん
と
す
れ
ど
も
見
る
べ
か
ら
ず
。
無
し
と
言
は
ん
と
欲
す
る
や
、
縁
合
す
れ
ば
火
出
づ
。
經
又
云
。
聖
人
見
三
世
。
若
其
無
也
。
聖
無
所
見
。
若
言
有
耶
。
則
犯
常
嫌
。
明
過
去
未
來
雖
無
。
眼
對
理
恒
相
因
。
苟
因
理
不
絶
。
聖
見
三
世
。
無
所
疑
矣
経
又
云
は
く
、「
聖
人
は
三
世
を
見
る
」
と
。
若
し
其
れ
無
き
や
、
聖
の
見
る
所
無
け
ん
。
若
し
有
り
と
言
ふ
や
、
則
ち
常
の
嫌
を
犯
す
。
過
去
と
未
来
と
を
明
か
さ
ん
と
す
る
に
、
無
な
り
と
雖
も
、
眼まな
こ理
に
対
せ
ば
恒
に
相あい
因よ
る
。
苟
し
く
も
理
に
因
て
絶
た
ざ
れ
ば
、
聖
の
三
世
を
見
る
こ
と
、
疑
ふ
所
無
し
。
（
）
20
（
）
21
75
こ
と
に
な
り
［
、
経
典
の
言
葉
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
り
］
ま
す
。
も
し
有
る
の
だ
と
し
た
ら
、
常
見
と
い
う
間
違
い
を
犯
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
過
去
と
未
来
と
を
明
ら
か
に
し
て
み
と
、
無
い
と
は
い
っ
て
も
、
理
に
注
目
し
て
み
れ
ば
、
因
縁
が
あ
［
れ
ば
存
在
す
］
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
理
に
よ
っ
て
否
定
す
る
の
で
は
な
け
れ
ば
、
聖
人
が
三
世
を
見
る
［
こ
と
が
で
き
る
］
の
は
疑
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。
Ⅲ
─
1
　
［
お
送
り
頂
い
た
］
御
論
は
、
き
ち
ん
と
理
解
さ
れ
て
お
り
、
大
変
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。
過
去
や
未
来
が
無
い
と
い
う
の
は
、
通
じ
ま
せ
ん
。
Ⅲ
─
2
　
仏
は
色
陰
を
「
三
世
が
和
合
し
た
も
の
を
総
じ
て
〈
色
〉
と
す
る
」
と
お
説
き
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
五
陰
す
べ
て
同
様
で
す
。
Ⅲ
─
3
　
　
什
法
師
答
雅
論
大
通
。
甚
佳
。
去
來
定
無
。
此
作
不
通
。
　
　
什
法
師
答
ふ
雅
論
大
い
に
通
ず
。
甚
だ
佳
し
。
去
来
は
定
め
て
無
し
と
は
、
此
の
作
通
ぜ
ず
。
（
）
22
佛
説
色
陰
。
三
世
和
合
總
名
爲
色
。
五
陰
皆
爾
。
仏
色
陰
を
説
き
た
ま
ふ
に
、
三
世
和
合
し
て
総
じ
て
名
づ
け
て
色
と
為
す
と
。
五
陰
皆
爾
な
り
。
（
）
23
又
云
。
從
心
生
心
。
如
從
穀
生
穀
。
以
是
故
知
。
必
有
過
去
。
無
無
因
之
咎
。
又
云
は
く
、
心
よ
り
心
を
生
ず
。
穀
よ
り
穀
を
生
ず
る
が
如
し
。
是
を
以
て
の
故
に
知
ん
ぬ
。
必
ず
過
去
有
り
。
無
因
の
咎
無
し
。
（
）
24
76
　
ま
た
、「
心
か
ら
心
が
生
ず
る
。
穀
物
か
ら
穀
物
が
生
じ
る
よ
う
な
も
の
だ
」
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
必
ず
過
去
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。［
過
去
に
も
と
づ
い
て
も
の
ご
と
が
現
象
す
る
と
い
う
の
で
す
か
ら
、］
因
が
無
い
と
い
う
非
難
は
当
た
り
ま
せ
ん
。
Ⅲ
─
4
　
ま
た
、「
六
識
の
内
の
意
識
は
、
す
で
に
滅
し
た
［
過
去
の
］
意
に
依
っ
て
、
そ
れ
を
も
と
と
し
て
［
現
在
や
未
来
の
］
意
識
が
生
じ
る
」
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ⅲ
─
5
　
ま
た
、
正
見
と
は
、
過
去
の
行
為
と
未
来
の
果
報
と
［
が
あ
る
と
い
う
見
解
を
持
つ
］
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ⅲ
─
6
　
ま
た
、
十
力
の
う
ち
の
第
二
の
力
は
、
三
世
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
為
を
知
る
［
力
］
で
す
。
又
云
。
六
識
之
意
識
。
依
已
滅
之
意
。
爲
本
而
生
意
識
。
又
云
は
く
、
六
識
の
意
識
は
、
已
滅
の
意
に
依
て
本
と
為
し
て
意
識
を
生
ず
。
（
）
25
又
。
正
見
。
名
過
去
業
未
來
中
果
法
也
。
又
、
正
見
は
、
過
去
の
業
と
未
来
中
の
果
法
と
を
名
づ
く
る
な
り
。
又
。
十
力
中
第
二
力
。
知
三
世
諸
業
。
又
、
十
力
中
の
第
二
力
は
、
三
世
の
諸
業
を
知
る
な
り
。
（
）
26
（
）
27
77
Ⅲ
─
7
　
ま
た
、「
過
去
の
行
為
が
無
け
れ
ば
、
三
悪
道
［
に
堕
ち
る
と
い
う
］
報
い
も
無
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
［
か
ら
、
過
去
の
行
為
は
有
る
］」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ⅲ
─
8
　
ま
た
、「
修
行
中
の
人
が
、
も
し
煩
悩
が
残
っ
た
心
の
中
に
在
っ
た
と
し
た
ら
［
未
来
に
お
い
て
そ
の
果
報
を
受
け
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
］、
聖
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ⅲ
─
9
　
こ
れ
ら
の
例
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
過
去
が
無
い
は
ず
は
な
い
の
で
す
。
も
し
過
去
や
未
来
が
無
い
［
と
主
張
］
す
れ
ば
、
理
や
経
に
通
じ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
法
と
し
て
［
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
］
許
容
さ
れ
ま
せ
ん
。
又
云
。
若
無
過
去
業
。
則
無
三
途
報
。
又
云
は
く
、
若
し
過
去
の
業
無
け
れ
ば
、
則
ち
三
途
の
報
無
し
。
（
）
28
（
）
29
又
云
。
學
人
若
在
有
漏
心
中
。
則
不
應
名
爲
聖
人
。
又
云
は
く
、
学
人
若
し
有
漏
心
中
に
在
れ
ば
、
則
ち
応
に
名
づ
け
て
聖
人
と
為
す
べ
か
ら
ず
。
（
）
30
以
此
諸
比
。
固
知
不
應
無
過
去
。
若
無
過
去
未
來
。
則
非
通
理
經
。
法
所
不
許
。
此
の
諸
の
比たぐひを
以
て
、
固
よ
り
知
ん
ぬ
、
応
に
過
去
無
か
る
べ
か
ら
ず
。
若
し
過
去
未
来
無
く
ん
ば
、
則
ち
理
と
経
と
に
通
ず
る
に
は
非
ず
。
法
と
し
て
許
さ
ざ
る
所
な
り
。
78
　
［
過
去
や
未
来
が
］
有
る
と
か
無
い
と
か
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
時
や
所
と
い
っ
た
条
件
が
揃
っ
た
場
合
だ
け
で
す
。
過
去
の
こ
と
が
ら
に
よ
っ
て
［
現
在
の
］
行
為
が
起
こ
さ
れ
る
の
で
、「［
過
去
が
］
無
い
」
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
　
（
未
来
や
過
去
と
い
う
も
の
は
）
い
ま
直
接
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、「［
過
去
や
未
来
が
］
有
る
」
と
申
し
上
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
［
お
送
り
頂
い
た
］
御
論
は
大
変
す
ぐ
れ
た
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
Ⅲ
─
12
　
ま
た
『
大
品
般
若
経
』
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
は
、
過
去
の
如
は
未
来
や
現
在
の
如
と
離
れ
ず
、
未
来
や
現
在
の
如
も
過
去
の
如
を
離
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
に
も
［
過
去
や
未
来
が
］「
無
い
」
と
は
言
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
『
大
品
般
若
経
』
の
重
大
な
要
で
す
。［
こ
れ
以
上
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、］
直
接
お
目
に
か
か
る
機
会
を
待
っ
て
意
を
尽
く
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
今
不
與
目
對
。
不
得
言
有
。
雅
論
之
通
甚
有
佳
致
。
行
業
を
起
こ
さ
ば
、「
無
し
」
と
言
ふ
こ
と
を
得
ず
。
今
は
与とも
に
目
対
せ
ざ
る
に
、「
有
り
」
と
言
ふ
こ
と
を
得
ず
。
雅
論
の
通
、
甚
だ
佳
き
致おもむき
有
り
。
（
）
33
（
）
34
（
）
35
又
大
品
所
明
。
過
去
如
不
離
未
來
現
在
如
。
未
來
現
在
如
亦
不
離
過
去
如
。
此
亦
不
言
無
也
。
此
實
是
經
中
之
大
要
。
俟
得
高
對
通
復
盡
之
。
又
『
大
品
』
の
明
か
す
所
は
、
過
去
の
如
は
未
来
現
在
の
如
を
離
れ
ず
、
未
来
現
在
の
如
も
亦
た
過
去
の
如
を
離
れ
ざ
る
な
り
。
此
れ
亦
た
「
無
し
」
と
言
わ
ざ
る
な
り
。
此
れ
実
に
是
れ
経
中
の
大
要
な
り
。
高
対
を
得
る
を
俟
ち
て
、
通
じ
て
復
た
之
を
尽
く
さ
ん
。
（
）
36
Ⅲ
─
10
　
ま
た
、
十
二
因
縁
は
仏
法
の
中
で
も
深
い
も
の
で
す
。
も
し
過
去
や
未
来
が
確
実
に
有
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
［
十
二
因
縁
の
］
法
と
相
違
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、［
次
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
か
ら
で
す
。
十
二
因
縁
の
法
と
は
］
穀
物
の
種
が
有
っ
て
地
面
・
水
・
時
節
が
整
え
ば
芽
や
根
が
生
え
て
く
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
。
も
し
は
じ
め
か
ら
［
芽
や
根
が
］
有
る
の
で
あ
れ
ば
、
［
条
件
が
整
う
の
を
］
待
つ
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
有
る
と
は
い
っ
て
も
は
じ
め
か
ら
有
る
の
で
あ
れ
ば
「
縁
に
よ
っ
て
生
じ
る
」
と
は
い
い
ま
せ
ん
。
　
ま
た
、
も
し
は
じ
め
か
ら
有
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
常
見
と
い
う
顚
倒
で
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
確
実
に
有
る
と
は
い
え
な
い
で
す
し
、
確
実
に
無
い
と
も
い
え
ま
せ
ん
。
Ⅲ
─
11
又
。
十
二
因
縁
是
佛
法
之
深
者
。
若
定
有
過
去
未
來
則
與
此
法
相
違
。
所
以
者
何
。
如
有
穀
子
地
水
時
節
。
牙
根
得
生
。
若
先
已
定
有
。
則
無
所
待
有
。
若
先
有
。
則
不
名
從
縁
而
生
。
又
。
若
先
有
。
則
是
常
倒
。
是
故
。
不
得
定
有
。
不
得
定
無
。
又
、
十
二
因
縁
は
是
れ
仏
法
の
深
き
も
の
な
り
。
若
し
定
ん
で
過
去
未
来
有
れ
ば
則
ち
此
の
法
と
相
違
す
。
所
以
は
何
ん
。
穀
子
有
り
て
地
・
水
・
時
節
あ
ら
ば
、
牙
根
生
ず
る
こ
と
を
得
る
が
如
し
。
若
し
先
に
已
に
定
ん
で
有
ら
ば
、
則
ち
待
つ
所
無
く
し
て
有
り
。
若
し
先
づ
有
ら
ば
、
則
ち
「
縁
よ
り
生
ず
」
と
名
づ
け
ず
。
又
、
若
し
先
づ
有
ら
ば
、
則
ち
是
れ
常
の
倒
な
り
。
是
の
故
に
、
定
ん
で
有
る
こ
と
を
得
ず
、
定
ん
で
無
き
こ
と
を
得
ず
。
（
）
31
有
無
之
説
唯
時
所
宜
耳
。
以
過
去
法
起
行
業
。
不
得
言
無
。
有
無
の
説
は
唯
だ
時
と
所
と
の
宜
し
き
の
み
。
過
去
の
法
を
以
て
（
）
32
79
　
［
過
去
や
未
来
が
］
有
る
と
か
無
い
と
か
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
時
や
所
と
い
っ
た
条
件
が
揃
っ
た
場
合
だ
け
で
す
。
過
去
の
こ
と
が
ら
に
よ
っ
て
［
現
在
の
］
行
為
が
起
こ
さ
れ
る
の
で
、「［
過
去
が
］
無
い
」
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
　
（
未
来
や
過
去
と
い
う
も
の
は
）
い
ま
直
接
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、「［
過
去
や
未
来
が
］
有
る
」
と
申
し
上
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
［
お
送
り
頂
い
た
］
御
論
は
大
変
す
ぐ
れ
た
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
Ⅲ
─
12
　
ま
た
『
大
品
般
若
経
』
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
は
、
過
去
の
如
は
未
来
や
現
在
の
如
と
離
れ
ず
、
未
来
や
現
在
の
如
も
過
去
の
如
を
離
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
に
も
［
過
去
や
未
来
が
］「
無
い
」
と
は
言
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
『
大
品
般
若
経
』
の
重
大
な
要
で
す
。［
こ
れ
以
上
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、］
直
接
お
目
に
か
か
る
機
会
を
待
っ
て
意
を
尽
く
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
今
不
與
目
對
。
不
得
言
有
。
雅
論
之
通
甚
有
佳
致
。
行
業
を
起
こ
さ
ば
、「
無
し
」
と
言
ふ
こ
と
を
得
ず
。
今
は
与とも
に
目
対
せ
ざ
る
に
、「
有
り
」
と
言
ふ
こ
と
を
得
ず
。
雅
論
の
通
、
甚
だ
佳
き
致おもむき
有
り
。
（
）
33
（
）
34
（
）
35
又
大
品
所
明
。
過
去
如
不
離
未
來
現
在
如
。
未
來
現
在
如
亦
不
離
過
去
如
。
此
亦
不
言
無
也
。
此
實
是
經
中
之
大
要
。
俟
得
高
對
通
復
盡
之
。
又
『
大
品
』
の
明
か
す
所
は
、
過
去
の
如
は
未
来
現
在
の
如
を
離
れ
ず
、
未
来
現
在
の
如
も
亦
た
過
去
の
如
を
離
れ
ざ
る
な
り
。
此
れ
亦
た
「
無
し
」
と
言
わ
ざ
る
な
り
。
此
れ
実
に
是
れ
経
中
の
大
要
な
り
。
高
対
を
得
る
を
俟
ち
て
、
通
じ
て
復
た
之
を
尽
く
さ
ん
。
（
）
36
80
Ⅳ
─
1
　
　
法
に
と
ど
ま
ら
ず
般
若
に
［
す
ら
］
と
ど
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
の
理
解
　
衆
生
が
仏
道
を
歩
も
う
と
し
な
い
の
は
、
執
着
が
あ
る
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
、
聖
人
（
ブ
ッ
ダ
）
の
教
え
は
、
つ
ね
に
執
着
を
離
れ
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
「
般
若
に
［
す
ら
］
と
ど
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
説
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
Ⅳ
─
2
　
ま
た
、
大
い
な
る
聖
人
（
ブ
ッ
ダ
）
と
い
う
す
ぐ
れ
た
鑑かがみは
際
な
く
照
ら
す
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、［
そ
う
い
う
も
の
だ
と
］
執
着
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
執
着
は
問
題
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
修
行
者
に
分
別
を
失
わ
せ
、
拠
り
所
を
ず
っ
と
残
し
て
お
き
た
い
と
思
わ
せ
る
の
で
す
。
艫
綱
を
解
い
た
小
舟
［
が
流
さ
れ
て
も
や
が
て
は
岸
に
当
た
る
］
よ
う
に
、
繋
が
れ
て
い
る
こ
と
が
無
け
れ
ば
、［
や
が
て
は
］
理
［
と
い
う
岸
］
に
当
た
る
の
で
す
。
　
　
通
不
住
法
住
般
若
衆
生
之
所
以
不
階
道
者
。
有
著
故
也
。
是
以
聖
人
之
教
。
恒
以
去
著
爲
事
。
故
言
以
不
住
般
若
。
　
　
法
に
住
し
般
若
に
住
す
る
な
る
ざ
る
に
通
ず
衆
生
の
道
に
階のぼ
ら
ざ
る
所
以
は
、
著
有
る
が
故
な
り
。
是
を
以
て
聖
人
の
教
は
、
恒
に
著
を
去
る
を
以
て
事
と
為
す
。
故
に
言
は
く
、
「
以
て
般
若
に
住
せ
ざ
れ
」
と
。
（
）
37
（
）
38
雖
復
大
聖
玄
鑒
應
照
無
際
。
亦
不
可
著
。
著
亦
成
患
。
欲
使
行
人
忘
彼
我
遺
所
寄
。
汎
若
不
繋
之
舟
。
無
所
倚
薄
。
則
當
於
理
矣
復
た
大
聖
の
玄
鑑
は
、
応
に
無
際
を
照
ら
す
べ
き
と
雖
も
、
亦
た
著
す
可
か
ら
ず
。
著
亦
た
患
を
成
ず
。
行
人
を
し
て
彼
我
を
忘
れ
し
め
寄
る
所
を
遺
さ
ん
と
欲
せ
し
む
。
汎
そ
繋
が
ざ
る
舟
の
若
く
、
倚
薄
す
る
所
無
け
れ
ば
、
則
ち
理
に
当
た
る
。
（
）
39
（
）
40
（
）
41
81
Ⅴ
─
1
　
　
聖
人
（
ブ
ッ
ダ
）
が
大
光
明
を
放
っ
て
普
く
十
方
を
照
ら
す
と
い
う
こ
と
の
理
解
　
聖
人
の
教
え
は
、
奥
深
く
通
じ
て
い
る
こ
と
に
果
て
は
無
く
、
衆
生
教
化
を
施
す
こ
と
は
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。［
だ
か
ら
、］
た
っ
た
一
つ
の
方
法
で
［
修
行
し
た
か
ら
と
い
っ
て
］
求
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
っ
た
一
つ
の
理
論
で
［
理
解
を
］
推
し
進
め
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
粗
い
も
の
に
応
じ
る
に
は
粗
い
も
の
に
よ
っ
て
お
こ
な
い
、
細
や
か
な
も
の
に
応
じ
る
に
は
細
や
か
な
も
の
に
よ
っ
て
お
こ
な
い
ま
す
。
理
に
対
応
す
る
に
も
当
然
な
が
ら
同
様
で
す
。
Ⅴ
─
2
　
だ
か
ら
、［
ブ
ッ
ダ
が
］
大
光
明
を
放
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
不
思
議
な
現
象
を
起
こ
す
と
い
う
こ
と
は
、
十
方
の
諸
大
菩
薩
の
中
で
も
今
に
も
成
仏
し
そ
う
な
［
程
に
さ
と
り
に
近
づ
い
た
］
者
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
し
［
ブ
ッ
ダ
が
］
俗
世
間
に
い
て
　
　
通
聖
人
放
大
光
明
普
照
十
方
聖
人
之
教
。
玄
通
無
涯
。
致
感
多
方
。
不
可
作
一
途
求
。
不
可
以
一
理
推
。
故
應
粗
以
粗
。
應
細
以
細
。
應
理
固
然
矣
。
　
　
聖
人
の
大
光
明
を
放
ち
て
普
く
十
方
を
照
ら
す
に
通
ず
聖
人
の
教
は
、
玄
に
通
ず
る
こ
と
無
涯
に
し
て
、
感
を
致
す
こ
と
多
方
な
り
。
一
途
を
作
し
て
求
む
べ
か
ら
ず
。
一
理
を
以
て
推
す
べ
か
ら
ず
。
故
に
粗
に
応
ず
る
に
は
粗
を
以
て
し
、
細
に
応
ず
る
に
は
細
を
以
て
す
。
理
に
応
ず
る
に
は
固
よ
り
然
な
り
。
（
）
42
所
以
放
大
光
明
現
諸
神
變
者
。
此
應
十
方
諸
大
菩
薩
將
紹
尊
位
者
耳
。
若
處
俗
接
麁
。
復
容
此
事
耶
。
所
以
に
大
光
明
を
放
ち
て
諸
神
変
を
現
す
と
は
、
此
れ
十
方
の
諸
大
菩
薩
の
将
に
尊
位
を
紹
が
ん
と
す
る
者
に
応
ず
る
の
み
。
若
し
俗
に
処
し
麁
に
接
せ
ん
に
は
、
復
た
此
の
事
を
容
れ
ん
や
。
82
　
も
し
、
鹿
や
馬
が
世
間
の
あ
り
き
た
り
な
あ
り
方
に
異
な
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
先
述
の
よ
う
な
不
思
議
な
現
象
が
必
要
無
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。［
ブ
ッ
ダ
が
教
化
を
お
こ
な
う
に
は
］
事
ご
と
に
、
自
ら
前
に
あ
る
存
在
に
同
化
し
て
、
そ
の
後
に
な
っ
て
よ
う
や
く
教
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
Ⅵ
─
1
　
　
三
世
の
理
解
　
衆
生
は
三
世
を
経
巡
り
ま
す
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
循
環
す
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
過
去
や
未
来
は
直
接
眼
で
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
理
は
常
に
あ
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
聖
人
（
ブ
ッ
ダ
）
は
過
去
を
尋
ね
て
過
去
を
知
り
、
未
来
を
考
え
て
未
来
を
知
る
の
で
す
。
Ⅶ
─
1
に
同
じ
て
、
然
る
後
に
其
の
化
を
行
ず
る
こ
と
を
得
べ
き
の
み
。
　
　
通
三
世
衆
生
歴
渉
三
世
。
其
猶
循
環
。
過
去
未
來
雖
無
眼
對
。
其
理
常
在
。
是
以
聖
人
。
尋
往
以
知
往
。
逆
數
以
知
來
　
　
三
世
に
通
ず
衆
生
は
三
世
を
歴
渉
す
。
其
れ
猶
ほ
循
環
す
る
が
ご
と
し
。
過
去
未
来
は
眼
対
す
る
こ
と
無
し
と
雖
も
、
其
の
理
は
常
に
在
り
。
是
を
以
て
聖
人
は
、
往
を
尋
ね
て
以
て
往
を
知
り
、
逆
数
し
て
以
て
来
を
知
る
。
（
）
45
　
　
通
一
切
諸
法
空
夫
道
者
以
無
爲
爲
宗
。
若
其
無
爲
。
復
何
所
有
耶
　
　
一
切
諸
法
は
空
な
る
に
通
ず
夫
れ
道
と
は
無
為
を
以
て
宗
と
為
す
。
若
し
其
れ
無
為
な
れ
ば
、
復
た
何
ぞ
有
る
所
な
ら
ん
や
。
（
）
46
［
能
力
が
］
粗
末
な
［
衆
生
を
］
相
手
に
し
た
場
合
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
得
る
で
し
ょ
う
か
。
Ⅴ
─
3
　
阿
含
経
に
は
「
釈
尊
は
四
十
年
あ
ま
り
に
わ
た
っ
て
イ
ン
ド
に
お
ら
れ
た
が
、
衣
服
や
飲
食
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
わ
ず
ら
い
や
傷
み
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、［
一
般
の
］
人
間
と
違
い
は
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ⅴ
─
4
　
経
典
に
は
「
聖
人
（
ブ
ッ
ダ
）
も
鹿
や
馬
の
［
集
団
に
］
入
っ
て
こ
れ
ら
を
度
脱
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、
鹿
や
馬
の
中
に
い
な
く
て
は
（
同
化
し
な
く
て
は
）
な
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。［
ブ
ッ
ダ
で
あ
っ
て
も
、
鹿
や
馬
に
同
化
し
て
い
る
の
な
ら
ば
］
鹿
や
馬
と
異
な
り
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。Ⅴ
─
5
阿
含
經
云
。
釋
氏
之
處
天
竺
四
十
餘
載
。
衣
服
飮
食
受
諸
患
痛
。
與
人
不
別
。
阿
含
経
に
云
は
く
、「
釈
氏
の
天
竺
に
処
す
る
こ
と
四
十
余
載
、
衣
服
飮
食
に
諸
患
痛
を
受
く
こ
と
、
人
と
別
な
ら
ず
」
と
。
（
）
43
經
又
云
。
聖
人
亦
入
鹿
馬
而
度
脱
之
。
當
在
鹿
馬
。
豈
異
於
鹿
馬
哉
。
経
又
云
は
く
、「
聖
人
も
亦
た
鹿
馬
に
入
り
て
而
も
之
を
度
脱
せ
し
め
ん
に
は
、
当
に
鹿
馬
に
在
る
べ
し
」
と
。
豈
に
鹿
馬
に
異
な
ら
ん
や
。
（
）
44
若
不
異
鹿
馬
應
世
常
流
。
不
待
此
神
變
。
明
矣
。
毎
事
要
須
自
同
於
前
物
。
然
後
得
行
其
化
耳
若
し
鹿
馬
の
世
の
常
流
に
応
ず
る
に
異
な
ら
ざ
れ
ば
、
此
の
神
変
を
待
た
ざ
る
こ
と
、
明
ら
け
し
。
事
毎
に
要
ず
須
ら
く
自
ら
前
物
83
　
も
し
、
鹿
や
馬
が
世
間
の
あ
り
き
た
り
な
あ
り
方
に
異
な
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
先
述
の
よ
う
な
不
思
議
な
現
象
が
必
要
無
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。［
ブ
ッ
ダ
が
教
化
を
お
こ
な
う
に
は
］
事
ご
と
に
、
自
ら
前
に
あ
る
存
在
に
同
化
し
て
、
そ
の
後
に
な
っ
て
よ
う
や
く
教
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
Ⅵ
─
1
　
　
三
世
の
理
解
　
衆
生
は
三
世
を
経
巡
り
ま
す
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
循
環
す
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
過
去
や
未
来
は
直
接
眼
で
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
理
は
常
に
あ
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
聖
人
（
ブ
ッ
ダ
）
は
過
去
を
尋
ね
て
過
去
を
知
り
、
未
来
を
考
え
て
未
来
を
知
る
の
で
す
。
Ⅶ
─
1
に
同
じ
て
、
然
る
後
に
其
の
化
を
行
ず
る
こ
と
を
得
べ
き
の
み
。
　
　
通
三
世
衆
生
歴
渉
三
世
。
其
猶
循
環
。
過
去
未
來
雖
無
眼
對
。
其
理
常
在
。
是
以
聖
人
。
尋
往
以
知
往
。
逆
數
以
知
來
　
　
三
世
に
通
ず
衆
生
は
三
世
を
歴
渉
す
。
其
れ
猶
ほ
循
環
す
る
が
ご
と
し
。
過
去
未
来
は
眼
対
す
る
こ
と
無
し
と
雖
も
、
其
の
理
は
常
に
在
り
。
是
を
以
て
聖
人
は
、
往
を
尋
ね
て
以
て
往
を
知
り
、
逆
数
し
て
以
て
来
を
知
る
。
（
）
45
　
　
通
一
切
諸
法
空
夫
道
者
以
無
爲
爲
宗
。
若
其
無
爲
。
復
何
所
有
耶
　
　
一
切
諸
法
は
空
な
る
に
通
ず
夫
れ
道
と
は
無
為
を
以
て
宗
と
為
す
。
若
し
其
れ
無
為
な
れ
ば
、
復
た
何
ぞ
有
る
所
な
ら
ん
や
。
（
）
46
84
　
　
一
切
諸
法
は
空
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
理
解
　
そ
も
そ
も
道
（
仏
道
）
と
い
う
も
の
は
無
為
を
宗
と
し
て
い
ま
す
。
も
し
無
為
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
有
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。考　
察
鳩
摩
羅
什
自
身
の
言
葉
　
鳩
摩
羅
什
が
、
中
国
仏
教
史
上
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
人
物
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
鳩
摩
羅
什
が
多
く
の
人
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
鳩
摩
羅
什
自
身
は
ど
の
よ
う
な
思
想
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
鳩
摩
羅
什
は
、
仏
典
の
訳
出
に
あ
た
っ
て
、
か
な
り
自
由
に
加
除
を
施
し
た
と
さ
れ
る
。
当
然
な
が
ら
、
そ
の
追
加
や
削
除
に
は
鳩
摩
羅
什
自
身
の
思
想
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
鳩
摩
羅
什
が
基
づ
い
た
原
典
が
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
鳩
摩
羅
什
訳
出
仏
典
上
の
所
説
を
そ
の
ま
ま
鳩
摩
羅
什
の
思
想
を
表
し
た
も
の
と
捉
え
る
の
は
、
や
は
り
、
い
さ
さ
か
乱
暴
で
あ
ろ
う
。
　
で
は
、
鳩
摩
羅
什
の
言
葉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
五
世
紀
初
頭
に
活
躍
し
た
人
物
と
し
て
は
、
鳩
摩
羅
什
自
身
の
言
葉
は
比
較
的
残
さ
れ
て
き
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
一
方
で
、
鳩
摩
羅
什
の
影
響
の
大
き
さ
か
ら
す
る
と
、
必
ず
し
も
十
分
な
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
　
最
も
基
本
的
な
資
料
と
な
る
の
は
、
鳩
摩
羅
什
の
伝
記
で
あ
る
。『
出
三
蔵
記
集
』
と
『
高
僧
伝
』
と
に
そ
れ
ぞ
れ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
伝
記
で
あ
る
。
両
者
の
記
述
は
ほ
ぼ
共
通
す
る
が
、
重
大
な
食
い
違
い
を
見
せ
る
部
分
も
あ
り
、
い
ず
れ
を
信
用
す
べ
き
か
は
に
わ
か
85
に
決
し
が
た
い
。
そ
れ
で
も
、
鳩
摩
羅
什
の
言
葉
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
具
体
的
な
行
動
を
あ
ら
わ
す
事
跡
を
も
伝
え
て
い
る
と
い
う
点
で
、
こ
の
二
書
の
基
本
資
料
と
し
て
の
地
位
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
　
次
い
で
取
り
上
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
廬
山
慧
遠
と
の
交
渉
で
あ
る
。『
高
僧
伝
』
巻
第
六
「
廬
山
慧
遠
伝
」
中
に
も
、
鳩
摩
羅
什
と
慧
遠
と
の
往
復
書
簡
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
思
想
的
な
側
面
で
中
心
と
な
る
の
は
、『
大
乗
大
義
章
（
鳩
摩
羅
什
法
師
大
義
）』
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
一
種
の
往
復
書
簡
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
い
く
つ
も
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
と
に
法
身
論
に
関
し
て
は
、
既
に
詳
細
な
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
て
い
る
。
　
ま
た
、
鳩
摩
羅
什
は
多
く
の
論
書
も
翻
訳
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
「
梵
語
で
は
～
で
あ
り
、
秦
の
言
葉
で
は
～
と
な
る
」
と
い
っ
た
言
葉
の
解
説
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
当
然
な
が
ら
鳩
摩
羅
什
の
言
葉
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。『
注
維
摩
詰
経
』
で
は
、
訳
語
の
解
説
に
留
ま
ら
な
い
や
や
突
っ
込
ん
だ
内
容
の
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
。
龍
樹
作
・
鳩
摩
羅
什
訳
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
『
大
智
度
論
』
や
『
十
二
門
論
』
は
、
龍
樹
の
著
作
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
更
に
は
、
実
は
鳩
摩
羅
什
の
著
作
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
を
た
だ
ち
に
龍
樹
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、
鳩
摩
羅
什
の
著
作
と
断
定
す
る
の
は
、
今
な
お
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
　
更
に
、
姚
興
と
の
間
で
人
事
上
の
駆
け
引
き
を
行
な
っ
た
文
献
も
残
さ
れ
て
い
る
。
鳩
摩
羅
什
の
も
と
に
中
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
長
安
教
団
で
は
、「
什
門
十
哲
」
と
称
さ
れ
る
高
弟
た
ち
が
い
た
。
什
門
十
哲
と
は
、
竺
道
生
・
僧
肇
・
道
融
・
僧
叡
・
曇
影
・
慧
厳
・
慧
観
・
僧
䂮
・
道
恒
・
道
標
の
十
人
で
あ
る
。
こ
の
内
、
道
恒
（
三
四
六
～
四
一
七
）
は
、
鳩
摩
羅
什
の
訳
出
を
助
け
、
詳
定
の
任
に
当
た
っ
た
人
物
で
あ
る
。
鳩
摩
羅
什
は
そ
の
能
力
の
高
さ
を
誉
め
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
あ
ま
り
の
優
秀
さ
の
た
め
に
、
姚
興
が
道
恒
・
道
標
の
二
人
を
還
俗
さ
せ
て
政
治
の
補
佐
を
さ
せ
よ
う
と
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
道
恒
・
道
標
の
二
人
を
引
き
抜
こ
う
と
す
る
姚
興
に
対
し
て
、
鳩
摩
羅
什
や
僧
䂮
が
書
簡
を
送
っ
て
こ
れ
を
何
と
か
留
め
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
辺
り
の
経
緯
は
、
そ
の
書
簡
が
『
高
僧
伝
』「
道
恒
伝
」
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
『
弘
明
集
』
巻
第
十
一
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
道
恒
・
道
標
を
還
（
）
47
（
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（
）
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（
）
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（
）
53
（
）
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俗
さ
せ
よ
う
と
い
う
姚
興
の
意
向
に
対
す
る
こ
の
諫
言
は
、
僧
䂮
を
筆
頭
に
置
い
て
お
り
、
鳩
摩
羅
什
自
身
が
ど
こ
ま
で
積
極
的
に
関
与
し
た
の
か
、
疑
問
を
払
拭
し
き
れ
な
い
。
姚　
興
　
扨
て
、
い
ま
改
め
て
、
姚
興
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
、
鳩
摩
羅
什
と
の
関
連
に
絞
っ
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
　
姚
興
（
三
六
六
─
四
一
六
・
在
位
三
九
四
─
四
一
六
）
は
、
東
晋
十
六
国
時
代
、
羌
族
の
王
朝
で
あ
る
後
秦
の
第
二
代
皇
帝
で
あ
る
。
諡
は
文
桓
帝
。『
晋
書
』
巻
第
一
一
七
─
一
一
八
に
伝
が
あ
る
。
　
姚
興
は
、
前
秦
や
後
涼
と
い
っ
た
王
朝
と
闘
い
勝
利
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
み
な
鳩
摩
羅
什
と
縁
が
深
い
王
朝
で
も
あ
る
。
　
氐
族
の
王
朝
で
あ
る
前
秦
（
三
五
一
─
三
九
四
）
は
、
鳩
摩
羅
什
を
中
国
に
呼
び
寄
せ
る
べ
く
将
軍
呂
光
を
派
遣
し
た
苻
堅
（
三
三
七
─
三
八
五
・
在
位
三
五
七
─
三
八
五
）
の
王
朝
で
あ
る
。
　
前
秦
同
様
に
氐
族
の
王
朝
で
あ
る
後
涼
（
三
八
六
─
四
〇
三
）
は
、
苻
堅
が
派
遣
し
た
将
軍
呂
光
（
三
三
八
─
三
九
九
・
在
位
三
八
六
─
三
九
九
）
が
建
て
た
王
朝
で
あ
る
。
遠
く
西
域
北
道
に
あ
る
要
衝
オ
ア
シ
ス
国
家
で
あ
っ
た
亀
茲
（
ク
チ
ャ
）
を
攻
め
て
鳩
摩
羅
什
を
捕
ら
え
、
姑
臧
（
現
在
の
武
威
）
に
ま
で
拉
致
し
て
き
た
の
は
、
呂
光
で
あ
っ
た
。
姚
興
は
、
呂
光
没
後
内
紛
続
き
で
弱
体
化
し
た
後
涼
の
首
都
姑
臧
を
包
囲
し
、
四
〇
一
年
九
月
に
こ
れ
を
破
っ
た
。
や
が
て
、
同
年
十
二
月
二
十
日
、
姚
興
は
鳩
摩
羅
什
を
常
安
（
西
安
）
に
迎
え
入
れ
て
い
る
。
姚
興
は
、
鳩
摩
羅
什
に
対
し
て
国
師
の
待
遇
を
も
っ
て
し
、
甚
だ
優
遇
し
た
と
い
う
。『
高
僧
伝
』
に
は
、
更
に
加
え
て
、
姚
興
が
鳩
摩
羅
什
と
と
も
に
専
門
的
な
談
義
を
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
語
り
合
っ
て
向
か
い
合
え
ば
終
日
と
ど
ま
り
、
深
遠
な
理
論
を
追
求
し
て
は
一
年
経
っ
て
も
倦
む
こ
と
を
知
ら
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
（
語
言
相
對
則
淹
留
終
日
。
研
微
造
盡
則
窮
年
忘
勌
。
語
言
し
て
相
対
す
れ
ば
則
ち
淹
留
す
る
こ
と
終
日
、
微
を
研
し
て
尽
に
造いた
ら
ん
と
す
れ
ば
則
ち
年
を
窮
む
る
も
勌
む
を
忘
る
。）
（
）
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（
）
56
（
）
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87
い
く
ば
く
か
の
文
飾
的
誇
張
は
あ
る
と
し
て
も
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
姚
興
の
姿
勢
は
か
な
り
積
極
的
で
あ
る
。
単
に
統
治
の
た
め
の
文
化
的
ア
ク
セ
サ
リ
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
か
な
り
主
体
的
に
仏
教
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
て
取
れ
る
。
姚
興
は
、
鳩
摩
羅
什
を
常
安
に
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
宮
中
に
般
若
台
を
つ
く
り
、
ま
た
逍
遥
園
を
建
て
、
自
ら
も
訳
場
に
連
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
「
通
三
世
論
」
は
、
鳩
摩
羅
什
か
ら
の
「
答
書
」
と
と
も
に
「
安
成
侯
嵩
に
与
ふ
る
書
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
安
成
侯
嵩
」
と
は
、
姚
興
の
弟
で
あ
る
姚
嵩
の
こ
と
で
あ
る
。
姚
興
は
、
姚
嵩
に
対
し
て
、
仏
像
と
と
も
に
こ
の
「
通
三
世
論
」
と
鳩
摩
羅
什
の
「
答
書
」
と
を
贈
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
収
め
る
『
広
弘
明
集
』
巻
第
十
八
冒
頭
の
目
録
で
は
、「
後
秦
主
姚
興
與
安
成
侯
書
述
佛
義
」
と
「
通
三
世
等
論
并
羅
什
法
師
答
」
と
が
別
け
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
後
者
は
前
者
の
付
属
文
書
と
し
て
一
緒
に
姚
嵩
に
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
内
容
か
ら
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
姚
興
が
、
弟
と
は
い
え
、
他
人
に
説
い
て
示
す
ほ
ど
の
仏
教
理
解
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
姚
嵩
は
、
仏
像
に
対
す
る
礼
状
と
は
別
に
、「
通
三
世
論
」
と
「
答
書
」
と
に
対
し
て
礼
状
を
送
っ
て
い
る
。
臣
が
申
し
上
げ
ま
す
。
先
に
［
お
送
り
い
た
だ
い
た
］「
通
三
世
［
論
］」［
と
そ
れ
に
対
す
る
鳩
摩
羅
什
の
答
］
は
、
非
常
に
深
い
と
こ
ろ
ま
で
到
達
し
て
お
り
、
遠
く
釈
尊
の
御
心
に
も
符
合
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
［
が
乱
立
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
］
正
す
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
教
え
の
道
は
た
ゆ
む
こ
と
な
く
通
常
の
あ
り
よ
う
を
超
え
、
さ
と
り
を
喜
ぶ
気
持
ち
が
高
ま
り
、
ま
す
ま
す
そ
の
た
の
し
み
は
深
ま
り
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
什
公
（
鳩
摩
羅
什
）
が
研
鑽
［
し
て
得
た
境
地
］
は
当
を
得
て
お
り
、
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
実
に
、
私
の
よ
う
な
愚
か
な
者
で
は
と
て
も
よ
く
理
解
し
尽
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
［
教
え
を
］
銘
と
し
て
心
に
抱
き
、
心
の
要
と
し
た
く
存
じ
ま
す
。
臣
が
申
し
上
げ
ま
し
た
。
（
臣
言もう
さ
く
。
上
の
「
通
三
世
」
は
甚
だ
深
致
有
り
。
既
已
に
遠
く
聖
心
に
契
ひ
、
兼
ね
て
復
た
衆
説
を
抑
正
す
。
宗
塗
は
亹
亹
と
し
て
常
境
を
超
絶
す
る
に
、
悟
の
至
な
る
を
欣
び
、
益
々
賞
味
を
し
て
増
深
せ
し
む
。
加
ふ
る
に
、
什
公
の
研
た
る
や
該
と
し
て
兼
備
す
。
実
に
愚
臣
の
能
く
称
尽
す
る
所
に
非
ず
。
正
当
に
之
を
銘
と
し
懷
に
抱
き
て
以
て
心
要
と
為
さ
ん
。
臣
言
す
。）
　
ま
た
、『
高
僧
伝
』「
鳩
摩
羅
什
伝
」
の
「
王
公
已
下
並
び
に
厥そ
の
風
を
欽
賛
せ
り
」
と
い
う
記
述
か
ら
は
、
姚
嵩
以
外
に
も
こ
の
「
通
（
）
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三
世
論
」
を
送
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
鳩
摩
羅
什
と
の
往
復
書
簡
は
、
姚
興
自
身
の
仏
教
的
関
心
に
お
い
て
も
軽
か
ら
ぬ
地
位
を
占
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
こ
こ
か
ら
は
、
姚
興
の
仏
教
へ
の
関
心
の
中
心
が
三
世
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
　
こ
の
「
通
三
世
論
」
は
、
次
の
よ
う
な
言
葉
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
か
つ
て
何
人
か
の
法
師
に
三
世
（
過
去
・
現
在
・
未
来
）
を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
お
訊
ね
し
ま
し
た
が
、
あ
る
方
は
「（
三
世
が
）
有
る
」
と
仰
り
、
別
の
方
は
「
無
い
」
と
仰
っ
て
、
何
が
適
切
な
解
答
な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ
と
は
偉
大
な
法
の
中
の
重
要
な
事
柄
で
す
か
ら
、［
仏
典
中
の
］
あ
ち
こ
ち
に
論
じ
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、
有
る
の
か
無
い
の
か
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
い
つ
も
残
念
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
（
曾
問
。
諸
法
師
明
三
世
。
或
有
或
無
。
莫
適
所
定
。
此
亦
是
大
法
中
一
段
。
處
所
而
有
無
不
泮
。
情
毎
慨
之
。）
姚
興
は
、
鳩
摩
羅
什
以
前
に
も
何
人
か
の
法
師
に
訊
ね
た
も
の
の
、
あ
る
者
は
三
世
は
有
る
と
言
い
、
あ
る
者
は
三
世
は
無
い
と
言
っ
て
、
回
答
が
一
定
し
な
か
っ
た
。
羌
族
を
は
じ
め
と
す
る
民
族
が
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
中
央
ア
ジ
ア
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
後
漢
代
に
は
仏
教
が
流
入
し
た
関
中
に
お
い
て
も
、
前
世
や
後
世
と
い
っ
た
イ
ン
ド
の
輪
廻
思
想
が
十
分
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
　
と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
は
、
姚
興
自
身
が
、
三
世
の
有
無
が
定
ま
ら
な
い
こ
と
を
常
に
残
念
に
感
じ
て
い
た
こ
と
が
告
白
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
姚
興
は
鳩
摩
羅
什
か
ら
ど
の
よ
う
な
答
を
期
待
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
姚
興
自
身
が
問
の
中
で
既
に
漏
ら
し
て
い
る
。
姚
興
は
、
三
世
は
循
環
す
る
よ
う
な
は
た
ら
き
を
す
る
も
の
で
、
具
体
的
に
そ
れ
と
は
目
で
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、「
理
」
と
し
て
厳
然
と
有
る
に
違
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
鳩
摩
羅
什
は
「
有
無
の
説
は
唯
だ
時
と
所
と
の
宜
し
き
の
み
」
と
、
い
ず
れ
に
偏
す
る
こ
と
を
も
戒
め
る
の
で
あ
る
が
、
姚
興
は
後
に
「
衆
生
は
三
世
を
歴
渉
す
る
こ
と
、
其
れ
猶
ほ
循
環
す
る
が
ご
と
し
。
過
去
と
未
来
と
は
、
眼
は
対
す
る
こ
と
無
し
と
（
）
63
（
）
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（
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89
は
雖
も
、
其
の
理
は
常
に
在
り
」
と
述
べ
て
お
り
、
過
去
世
と
未
来
の
存
在
に
心
を
懸
け
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
で
は
、
何
故
に
姚
興
は
三
世
の
存
在
を
気
に
懸
け
て
い
た
の
か
。
こ
れ
は
、『
後
漢
紀
』
に
記
す
「
故
に
王
公
大
人
は
、
死
生
報
応
の
際
を
観
て
、
矍
然
と
し
て
自
失
せ
ざ
る
莫
し
」
と
い
う
姿
と
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
　
時
代
状
況
の
せ
い
も
あ
っ
て
戦
乱
（
す
な
わ
ち
殺
戮
）
に
明
け
暮
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
姚
興
は
、
死
後
に
そ
の
報
い
と
な
る
苦
し
み
を
来
世
に
受
け
る
の
で
は
な
い
か
と
懼
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
執
筆
の
時
期
　
で
は
、
こ
の
「
通
三
世
論
」
の
問
答
は
い
つ
頃
に
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
鳩
摩
羅
什
の
中
国
に
お
け
る
活
動
時
期
は
、
鳩
摩
羅
什
の
没
年
が
い
つ
で
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題
と
も
絡
み
、
容
易
に
決
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
　
鳩
摩
羅
什
が
常
安
に
入
っ
た
の
は
弘
始
三
（
四
〇
一
）
年
と
す
る
こ
と
は
諸
伝
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
こ
を
も
っ
て
鳩
摩
羅
什
の
常
安
で
の
活
動
開
始
と
み
る
こ
と
は
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。
然
る
に
、
そ
の
終
わ
り
と
な
る
没
年
に
つ
い
て
は
、
い
く
ら
か
の
問
題
が
あ
る
。『
出
三
蔵
記
集
』
は
「
晋
義
熙
中
」（
四
〇
五
─
四
一
八
）
と
し
、『
高
僧
伝
』
は
「
僞
秦
弘
始
十
一
年
八
月
二
十
日
…
…
是
歳
晋
義
熙
五
年
」（
四
〇
九
）
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
慧
皎
は
、『
高
僧
伝
』「
鳩
摩
羅
什
伝
」
の
末
尾
で
、
鳩
摩
羅
什
の
没
年
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
鳩
摩
羅
什
の
没
年
は
記
録
に
よ
っ
て
記
述
が
違
う
。
あ
る
も
の
は
弘
始
七
年
（
四
〇
五
年
）
と
い
い
、
ま
た
あ
る
も
の
は
弘
始
八
年
（
四
〇
六
年
）、
弘
始
十
一
年
（
四
〇
九
年
）
と
い
う
。「
七
」
と
い
う
字
を
考
え
て
み
る
と
「
十
一
」
と
訛
誤
し
や
す
い
。
ま
た
、
訳
経
録
の
中
に
は
「
十
一
年
」
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
三
説
の
い
ず
れ
か
に
無
批
判
に
し
た
が
う
の
を
恐
れ
、
こ
れ
を
正
す
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
（
）
66
（
）
67
（
）
68
（
）
69
90
（
然
什
死
年
月
諸
記
不
同
。
或
云
弘
始
七
年
。
或
云
八
年
。
或
云
十
一
年
。
尋
七
与
十
一
字
或
訛
誤
。
而
訳
経
録
伝
中
猶
有
十
一
年
者
。
恐
雷
同
三
家
無
以
正
焉
。）
鳩
摩
羅
什
の
没
年
と
そ
の
時
の
年
齢
を
記
し
た
資
料
と
し
て
は
、
僧
肇
が
著
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
鳩
摩
羅
什
法
師
誄
」
が
「
癸
丑
之
年
（
四
一
三
年
）、
年
七
十
、
四
月
十
三
日
、
薨
于
大
寺
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
鳩
摩
羅
什
の
生
没
年
は
三
四
四
─
四
一
三
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
し
こ
の
記
述
が
真
正
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
鳩
摩
羅
什
の
愛
弟
子
僧
肇
が
著
し
た
も
の
で
も
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
史
料
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
各
種
鳩
摩
羅
什
伝
が
こ
の
「
誄
」
を
参
照
し
た
形
跡
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
塚
本
善
隆
は
こ
の
僧
肇
撰
と
伝
え
ら
れ
る
「
鳩
摩
羅
什
法
師
誄
」
が
後
に
偽
撰
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
下
し
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
三
四
四
年
～
四
一
三
年
と
い
う
鳩
摩
羅
什
の
生
没
年
も
ま
た
信
用
で
き
な
い
と
す
る
。
　
斉
藤
［
二
〇
〇
〇
］
は
、
諸
資
料
を
「
没
年
の
提
示
や
そ
の
考
察
を
意
図
し
た
も
の
（
没
年
言
及
資
料
）」
と
「
そ
う
で
は
な
い
も
の
（
没
年
関
係
資
料
）」
と
に
分
類
す
る
。
そ
の
上
で
、
没
年
言
及
資
料
は
い
ず
れ
も
後
代
に
成
っ
た
も
の
ば
か
り
で
直
接
の
由
来
や
典
拠
が
不
明
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
ら
だ
け
で
鳩
摩
羅
什
の
没
年
を
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
没
年
関
係
資
料
と
し
て
は
、
「
答
劉
遺
民
書
」・『
出
三
蔵
記
集
』『
高
僧
伝
』
に
見
ら
れ
る
仏
陀
跋
駄
羅
や
慧
観
の
長
安
退
出
後
の
記
述
・『
高
僧
伝
』「
曇
邕
伝
」
の
一
節
、
と
い
っ
た
わ
ず
か
な
も
の
し
か
信
用
す
る
に
足
り
な
い
と
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
信
頼
す
る
に
足
る
資
料
と
矛
盾
し
な
い
よ
う
に
鳩
摩
羅
什
の
没
年
を
考
え
る
と
、
弘
始
十
三
（
四
一
一
）
年
に
な
る
と
す
る
。
　
現
段
階
で
は
、
こ
の
斉
藤
の
説
が
最
も
説
得
力
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
斉
藤
自
身
も
言
う
よ
う
に
、
鳩
摩
羅
什
が
弘
始
十
三
年
（
四
一
一
年
）
に
没
し
た
と
す
る
資
料
は
全
く
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
が
問
題
と
な
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
本
論
で
は
、
鳩
摩
羅
什
が
常
安
で
活
動
し
た
時
期
を
、
弘
始
三
（
四
〇
一
）
年
か
ら
弘
始
十
三
（
四
一
一
）
年
に
か
け
て
で
あ
っ
た
と
す
る
。
　
こ
れ
に
従
っ
た
上
で
、「
通
三
世
論
」
内
の
記
述
自
体
に
も
、
そ
の
執
筆
時
期
を
推
測
す
る
材
料
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
「
通
三
世
論
」
に
は
、『
中
論
』
の
一
節
を
思
わ
せ
る
箇
所
が
あ
る
。
（
）
70
（
）
71
（
）
72
（
）
73
（
）
74
（
）
75
91
未
来
世
（
当
来
）
は
火
が
木
の
中
に
あ
る
よ
う
な
も
の
で
す
。「
木
の
中
に
火
が
有
る
」
と
言
お
う
と
し
て
も
、
こ
れ
を
見
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。「［
木
の
中
に
火
は
］
無
い
」
と
言
お
う
と
し
て
も
、
縁
が
合
わ
さ
れ
ば
火
が
出
ま
す
［
か
ら
、「
木
の
中
に
火
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
］。
（
當
來
如
火
之
在
木
。
木
中
欲
言
有
火
耶
。
視
之
不
可
見
。
欲
言
無
耶
。
縁
合
火
出
。）
こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
『
中
論
』「
観
燃
可
燃
品
第
十
」
の
議
論
を
想
定
し
た
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。
少
な
く
と
も
、
鳩
摩
羅
什
は
そ
の
よ
う
に
捉
え
た
よ
う
で
あ
る
。
鳩
摩
羅
什
の
「
答
書
」
に
三
世
（
の
因
縁
）
が
和
合
し
て
色
陰
と
な
る
（
そ
の
実
体
は
空
で
あ
る
）
こ
と
を
ま
ず
述
べ
る
の
は
、
姚
興
は
『
中
論
』
の
議
論
を
踏
ま
え
て
質
問
し
て
き
た
と
鳩
摩
羅
什
が
考
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
姚
興
は
単
に
「
有
る
と
も
言
え
な
け
れ
ば
無
い
と
も
言
え
な
い
」
例
と
し
て
挙
げ
る
だ
け
で
あ
り
、『
中
論
』
が
火
や
薪
、
燃
と
焼
の
議
論
を
通
じ
て
我
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
が
無
い
こ
と
を
立
証
し
よ
う
と
す
る
の
と
は
文
脈
が
異
な
る
。
な
お
、「
亦
爲
神
之
處
形
。
猶
火
之
在
木
」
と
い
う
似
た
よ
う
な
表
現
が
、
廬
山
慧
遠
『
沙
門
不
敬
王
者
論
』
に
も
見
出
せ
る
。
　
と
も
あ
れ
、
姚
興
が
『
中
論
』
を
参
照
し
て
い
る
と
鳩
摩
羅
什
が
考
え
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
『
中
論
』
訳
出
以
降
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
存
す
る
鳩
摩
羅
什
訳
『
中
論
』
に
は
、
ま
さ
し
く
該
当
す
る
よ
う
な
表
現
は
見
出
せ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
現
在
に
ま
で
伝
わ
る
『
中
論
』
の
訳
文
が
確
定
す
る
以
前
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
現
存
す
る
曇
影
「
中
論
序
」
に
は
、
末
尾
に
割
注
の
形
で
「
羅
什
法
師
以
秦
弘
始
十
一
（
四
〇
九
）
年
於
大
寺
出
之
」
と
あ
る
。
こ
の
割
注
は
後
補
と
考
え
ら
れ
、
い
わ
ば
未
定
稿
が
鳩
摩
羅
什
入
関
直
後
か
ら
一
部
の
人
び
と
に
は
出
回
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
然
、
姚
興
も
そ
の
「
一
部
の
人
び
と
」
の
中
に
入
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、『
中
論
』
訳
出
年
は
参
考
に
な
ら
な
い
。
　
別
の
仏
典
参
照
を
手
掛
か
り
と
し
て
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
鳩
摩
羅
什
の
答
で
は
『
大
品
般
若
経
』
を
引
く
も
の
の
、「
通
三
世
論
」
に
は
鳩
摩
羅
什
訳
の
経
論
を
名
を
挙
げ
て
は
引
い
て
い
な
い
。
姚
興
自
身
が
興
し
た
一
大
事
業
と
し
て
の
鳩
摩
羅
什
の
仏
典
漢
訳
事
業
で
あ
る
か
ら
、
既
に
そ
の
成
果
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
援
用
し
な
い
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
て
鳩
摩
羅
什
の
返
信
に
は
『
大
（
）
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品
般
若
経
』
を
引
く
。
　
従
っ
て
、
姚
興
の
「
通
三
世
論
」
が
著
さ
れ
た
の
は
、『
大
品
般
若
経
』
の
訳
出
が
完
了
す
る
四
〇
五
年
十
二
月
よ
り
前
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
『
実
相
論
』
　
鳩
摩
羅
什
は
姚
興
に
対
し
て
『
実
相
論
』
二
巻
を
著
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
は
伝
わ
ら
な
い
。
　
姚
興
が
姚
嵩
に
対
し
て
仏
像
と
と
も
に
「
通
三
世
論
」
を
贈
っ
た
の
は
、
既
に
鳩
摩
羅
什
が
没
し
た
後
で
あ
る
か
ら
、
姚
嵩
と
の
間
で
書
簡
を
往
復
す
る
時
点
で
は
姚
興
は
こ
の
『
実
相
論
』
を
知
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
し
か
る
に
、「
通
三
世
論
」
中
の
み
な
ら
ず
、
姚
嵩
に
対
す
る
書
の
中
で
も
、
姚
興
も
姚
嵩
と
も
に
『
実
相
論
』
を
参
照
し
た
形
跡
は
全
く
な
い
。
　
こ
れ
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。『
実
相
論
』
は
鳩
摩
羅
什
が
わ
ざ
わ
ざ
姚
興
の
た
め
に
著
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
を
引
用
す
る
な
り
姚
嵩
に
与
え
る
な
り
す
る
の
が
妥
当
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
　
こ
の
辺
り
の
経
緯
を
推
察
す
る
材
料
と
な
る
の
が
、「
鳩
摩
羅
什
伝
」
に
お
け
る
『
実
相
論
』
執
筆
の
経
緯
で
あ
る
。
　
鳩
摩
羅
什
が
常
に
漢
人
僧
た
ち
の
理
解
程
度
を
は
か
っ
て
い
た
こ
と
は
、
鳩
摩
羅
什
が
経
論
を
大
き
く
削
改
す
る
理
由
と
し
て
「
秦
地
に
益
無
き
が
故
に
」
な
ど
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
。
鳩
摩
羅
什
が
経
論
の
改
削
を
憚
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
彼
以
前
の
中
国
仏
教
に
お
け
る
巨
星
釈
道
安
の
唱
え
た
「
五
失
本
三
不
易
」
と
比
較
し
て
、
非
常
に
不
遜
な
も
の
と
評
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
態
度
が
不
遜
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
し
て
も
、
亀
茲
語
訳
が
あ
っ
て
も
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
原
典
を
用
い
た
亀
茲
仏
教
界
の
流
れ
を
汲
み
、
自
ら
も
翻
訳
不
可
能
論
と
さ
え
言
え
る
考
え
を
持
っ
て
い
た
鳩
摩
羅
什
が
、
こ
の
行
為
の
不
遜
性
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
鳩
摩
羅
什
が
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
敢
え
て
し
よ
う
と
し
た
の
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
ら
を
翻
訳
し
て
も
漢
人
僧
を
か
え
っ
て
混
乱
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
彼
自
身
の
体
験
か
ら
感
じ
取
っ
て
い
た
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
。
鳩
（
）
83
（
）
84
（
）
85
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摩
羅
什
の
言
葉
と
し
て
、
次
の
も
の
が
非
常
に
有
名
で
あ
る
。
［
鳩
摩
羅
什
は
］
常
に
次
の
よ
う
に
歎
い
て
い
た
。「
私
が
も
し
筆
を
執
っ
て
大
乗
の
阿
毘
達
磨
を
作
っ
た
な
ら
ば
、［『
発
智
論
』
を
著
し
た
と
さ
れ
る
］
迦
旃
延
尼
子
の
比
で
は
な
い
。
い
ま
秦
の
地
に
あ
っ
て
深
く
知
る
も
の
も
少
な
い
。［
才
能
を
大
い
に
羽
ば
た
か
せ
る
］
羽
根
を
こ
の
地
で
折
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
だ
。
何
を
論
ず
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
ろ
う
か
」
と
。
そ
し
て
悲
し
み
に
沈
ん
で
し
ま
っ
た
。
（
常
歎
曰
。
吾
若
著
筆
作
大
乗
阿
毘
曇
。
非
迦
旃
比
也
。
今
在
秦
地
深
識
者
寡
。
折
翮
於
此
。
将
何
所
論
。
乃
悽
然
而
止
。）
こ
の
段
は
、
鳩
摩
羅
什
の
「
傲
岸
出
群
」
ぶ
り
を
示
す
も
の
と
し
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
鳩
摩
羅
什
に
そ
の
よ
う
な
傲
慢
な
一
面
が
あ
っ
た
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
言
葉
は
自
ら
が
述
べ
た
言
葉
を
相
手
が
き
ち
ん
と
理
解
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
、
鳩
摩
羅
什
が
常
々
確
認
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。「
篤
性
仁
厚
に
し
て
汎
愛
を
心
と
為
し
、
己
を
虚
う
し
て
善
誘
し
、
終
日
倦
む
こ
と
無
し
」
と
い
う
評
は
、
ひ
と
た
び
質
問
を
受
け
た
な
ら
ば
相
手
が
納
得
す
る
ま
で
離
そ
う
と
し
な
か
っ
た
鳩
摩
羅
什
の
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。『
大
乗
大
義
章
』
に
も
、
訊
ね
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
ま
で
話
題
を
延
長
し
、
懇
切
丁
寧
に
答
え
る
鳩
摩
羅
什
の
姿
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
　
し
か
し
、
そ
も
そ
も
、
そ
の
よ
う
に
熱
心
に
解
説
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
鳩
摩
羅
什
が
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
十
全
に
伝
え
得
な
い
も
ど
か
し
さ
を
常
に
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
自
然
と
重
視
さ
れ
る
の
が
論
書
で
あ
る
。
経
典
は
物
語
の
形
式
を
取
る
た
め
に
自
然
と
解
釈
の
幅
を
許
容
す
る
。
し
か
る
に
論
書
は
そ
の
よ
う
な
幅
を
持
ち
う
る
解
釈
に
一
定
の
方
向
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
鳩
摩
羅
什
が
こ
れ
に
注
目
す
る
の
は
当
然
で
も
あ
っ
た
。
論
書
の
幾
度
に
も
わ
た
る
改
訂
は
、
鳩
摩
羅
什
が
漢
人
僧
の
呼
吸
を
は
か
り
な
が
ら
翻
訳
を
進
め
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
も
な
ろ
う
。
ま
た
、
後
代
へ
の
鳩
摩
羅
什
の
絶
大
な
影
響
力
は
、
そ
の
訳
出
し
た
経
論
の
重
要
性
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
に
相
手
を
見
な
が
ら
の
講
義
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
っ
た
か
ら
と
も
言
え
る
。
鳩
摩
羅
什
は
、
か
く
ま
で
も
慎
重
に
相
手
の
理
解
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
論
を
中
国
人
に
対
し
て
提
供
し
て
い
た
。
（
）
86
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94
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
今
秦
地
に
在
り
て
深
く
識
る
者
寡
し
。
翮
を
此
に
折
る
。
将
た
何
の
論
ず
る
所
な
ら
ん
」
と
、
慷
慨
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
鳩
摩
羅
什
に
と
っ
て
は
、
姚
興
の
崇
仏
の
篤
さ
が
希
望
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、「
鳩
摩
羅
什
伝
」
の
こ
の
記
述
の
直
後
に
『
実
相
論
』
二
巻
を
姚
興
に
呈
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
唯
姚
興
の
為
に
『
実
相
論
』
二
巻
を
著
せ
り
。
言
を
出
だ
す
に
章
を
成
し
刪
改
す
る
所
無
し
。
辞
喩
は
婉
約
に
し
て
淵
奧
に
非
ざ
る
莫
し
。
（
唯
爲
姚
興
著
實
相
論
二
卷
。
出
言
成
章
無
所
刪
改
。
辭
喩
婉
約
莫
非
淵
奧
。）
「
言
を
出
だ
す
に
章
を
成
し
刪
改
す
る
所
無
し
」
と
は
、
口
述
筆
記
の
如
く
、
鳩
摩
羅
什
が
口
に
述
べ
た
言
葉
を
そ
の
ま
ま
筆
記
し
た
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
「
力
作
」
な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
姚
興
は
そ
の
『
実
相
論
』
を
王
公
た
ち
に
配
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
そ
れ
は
、『
実
相
論
』
が
姚
興
の
期
待
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、『
実
相
論
』
と
い
う
書
名
か
ら
も
窺
え
る
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
姚
興
の
関
心
の
中
心
は
「
三
世
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
有
る
」
と
い
う
こ
と
に
こ
そ
あ
っ
た
。
も
し
「
無
し
」
と
言
い
得
た
の
で
あ
れ
ば
姚
興
の
畏
る
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
鳩
摩
羅
什
は
三
世
を
も
「
実
相
」
と
い
う
観
点
か
ら
説
く
。
鳩
摩
羅
什
の
い
う
「
実
相
」
と
は
「
戯
論
寂
滅
、
心
行
処
滅
の
第
一
義
諦
か
ら
、
さ
ら
に
現
象
の
一
切
に
わ
た
つ
て
、
見
ら
れ
る
ま
ま
の
生
死
の
世
界
そ
の
ま
ま
」
で
あ
り
、「
有
り
」
に
偏
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
さ
り
と
て
「
無
し
」
に
偏
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
現
在
に
伝
わ
る
「
通
三
世
論
」
に
は
「
通
一
切
諸
法
空
」
と
題
さ
れ
る
短
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
鳩
摩
羅
什
か
ら
の
答
書
を
承
け
て
姚
興
自
身
が
纏
め
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
短
文
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
、
答
書
の
原
文
で
は
諸
法
が
空
で
あ
る
こ
と
を
か
な
り
丁
寧
に
説
明
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
姚
興
が
求
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
僅
か
十
七
文
字
の
み
に
纏
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
（
）
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（
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『
阿
弥
陀
経
』
　
鳩
摩
羅
什
は
三
百
余
巻
に
も
及
ぶ
仏
典
を
漢
訳
し
た
が
、
諳
ん
じ
て
い
た
の
は
そ
の
十
倍
に
も
及
ん
だ
と
い
う
。
そ
の
大
量
に
暗
記
し
て
い
た
中
か
ら
訳
出
す
る
経
典
は
ど
の
よ
う
に
選
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
既
に
見
た
よ
う
に
、
鳩
摩
羅
什
は
訳
場
に
連
な
る
人
び
と
の
理
解
程
度
を
測
り
な
が
ら
訳
出
を
進
め
て
い
っ
た
。
当
然
な
が
ら
そ
こ
に
は
中
国
の
人
び
と
の
意
向
が
大
き
く
働
い
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
　
こ
の
こ
と
は
、
常
安
に
入
っ
た
鳩
摩
羅
什
が
、
僧
叡
か
ら
禅
法
の
教
授
を
請
わ
れ
、
弘
始
四
（
四
〇
二
）
年
正
月
五
日
に
は
『
坐
禅
三
昧
経
』
を
訳
出
し
て
い
る
こ
と
に
も
窺
え
る
。
こ
れ
は
、
鳩
摩
羅
什
が
長
安
に
入
っ
て
わ
ず
か
二
週
間
ほ
ど
後
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
鳩
摩
羅
什
訳
出
経
典
に
は
、
そ
れ
以
前
に
既
に
中
国
に
訳
出
さ
れ
て
い
た
経
典
を
改
め
て
漢
訳
し
直
し
た
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
、
既
存
の
経
典
で
は
十
分
に
理
解
を
深
め
ら
れ
な
か
っ
た
中
国
人
の
要
請
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
　
し
か
る
に
、『
坐
禅
三
昧
経
』
に
次
い
で
訳
出
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
『
阿
弥
陀
経
』
で
あ
っ
た
。『
坐
禅
三
昧
経
』
が
、
厳
密
な
意
味
で
の
経
典
で
は
な
く
、
罽
賓
な
ど
の
禅
定
修
行
者
に
よ
る
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
合
揉
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
鳩
摩
羅
什
の
経
典
翻
訳
と
し
て
は
、
最
初
の
翻
訳
で
あ
る
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
　
鳩
摩
羅
什
に
よ
る
仏
典
訳
出
は
、
中
国
史
上
最
初
の
国
家
事
業
と
し
て
の
仏
典
漢
訳
事
業
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
主
要
な
典
籍
に
は
、
高
名
な
仏
者
に
よ
る
序
が
付
さ
れ
て
流
通
し
た
。
例
え
ば
、『
大
智
度
論
』
に
対
し
て
は
、
当
時
中
国
仏
教
界
の
最
重
鎮
で
あ
っ
た
廬
山
慧
遠
に
対
し
て
、
国
主
姚
興
自
ら
が
序
の
作
成
を
依
頼
し
て
い
る
。
勿
論
、
翻
訳
の
経
緯
も
、
序
や
経
録
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
と
こ
ろ
が
、『
阿
弥
陀
経
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
経
緯
を
直
接
的
に
物
語
る
資
料
が
皆
無
で
あ
る
。
　
ま
た
、『
阿
弥
陀
経
』
は
、
鳩
摩
羅
什
訳
が
第
一
訳
で
あ
る
。
中
国
人
が
予
め
そ
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
の
で
な
い
限
り
、
そ
の
訳
出
を
鳩
摩
羅
什
に
依
頼
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
だ
と
す
る
と
、
鳩
摩
羅
什
自
身
が
『
阿
弥
陀
経
』
を
選
定
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
（
）
91
（
）
92
（
）
93
（
）
94
96
る
。
で
は
、
鳩
摩
羅
什
は
何
故
『
阿
弥
陀
経
』
を
訳
出
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
存
す
る
鳩
摩
羅
什
関
係
資
料
を
見
て
も
、
鳩
摩
羅
什
が
特
段
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
を
有
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
数
多
の
諸
仏
の
一
つ
と
し
て
し
か
捉
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
ら
れ
る
節
も
あ
る
。
　
こ
の
、
訳
出
の
経
緯
を
探
る
の
に
、『
阿
弥
陀
経
』
は
お
ろ
か
「
阿
弥
陀
仏
」
も
「
極
楽
」
も
関
説
さ
れ
て
い
な
い
、
こ
の
文
献
か
ら
推
測
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
扨
て
、
こ
こ
で
、
少
し
大
胆
な
推
測
が
成
り
立
つ
。
　
『
阿
弥
陀
経
』
は
未
来
世
に
往
生
す
る
土
を
描
く
経
典
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
併
せ
る
と
、
三
世
が
気
に
な
っ
て
止
ま
な
い
姚
興
を
し
ず
め
る
た
め
に
、
鳩
摩
羅
什
が
選
択
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
推
測
は
、
姚
興
と
の
遣
り
取
り
が
四
〇
五
年
以
前
で
あ
る
こ
と
と
も
矛
盾
し
な
い
。
（
本
稿
は
、
拙
稿
「
鳩
摩
羅
什
と
姚
興
と
の
往
復
書
簡
」（『
坂
本
廣
博
博
士
喜
寿
記
念
論
文
集 
佛
教
の
心
と
文
化
』
所
収
）
に
、「
通
～
」
と
題
す
る
四
篇
の
文
献
を
加
え
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。）
《
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②
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③
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姚
興
・
鳩
摩
羅
什
い
ず
れ
の
文
と
す
る
か
、
決
し
難
い
。
当
該
箇
所
の
注
を
参
照
。
明
本
は
、「
與
安
成
侯
姚
嵩
義
述
佛
書
」
と
す
る
。
明
本
は
、「
後
秦
主
姚
興
」
と
す
る
。
「
平
」
字
、
宋
元
明
三
本
は
「
評
」
に
作
る
。
音
通
。
「
衷
」
字
、
宋
元
明
三
本
は
「
哀
」
に
作
る
。
三
文
字
後
に
「
哀
」
字
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
訛
誤
で
あ
ろ
う
。
「
復
」
字
、
宋
元
明
三
本
は
「
後
」
に
作
る
。
「
致
變
」、
鳩
摩
羅
什
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
「
戎
」
字
、
宋
本
は
「
我
」
に
作
る
。
「
未
」
字
、
明
本
は
「
來
」
に
作
る
。「
見
卿
未
日
並
可
以
當
言
笑
」
は
、
意
を
確
定
し
づ
ら
い
。
し
か
し
、
姚
嵩
と
直
接
会
っ
て
意
見
交
換
を
し
た
い
と
い
う
姚
興
の
気
持
ち
を
述
べ
た
も
の
と
考
え
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
聖
人
」、
ブ
ッ
ダ
を
指
す
。
以
下
同
様
。
「
三
逹
觀
」。
文
脈
か
ら
、「
過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
世
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
（
）
1（
）
2（
）
3（
）
4（
）
5（
）
6（
）
7（
）
8（
）
9（
）
10（
）
11（
）
12（
）
13
99
「
請
」
字
、
宋
元
明
三
本
は
「
諸
」
に
作
る
。
明
本
は
、「
通
三
世
論
諮
什
法
師
」
と
す
る
。
「
泮
」
字
、
明
本
は
「
判
」
に
作
る
。「
泮
」
は
「
判
」
に
通
ず
る
（「
与
判
同
」（
詩
邶
風
）
。
「
忽
」
字
、
宋
本
は
「
忽
縱
」
に
作
る
。
「
了
」
字
、
麗
本
は
「
子
」
に
作
る
。
三
本
に
従
っ
て
改
む
。
出
典
未
検
。
出
典
未
検
。
「
常
嫌
」
は
、
恐
ら
く
は
「
常
見
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
鳩
摩
羅
什
の
答
に
も
「
常
倒
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
同
意
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
明
本
は
、「
答
後
秦
主
姚
興
書
鳩
摩
羅
什
」
と
す
る
。
出
典
未
検
。
出
典
未
検
。
以
下
も
同
様
。
た
だ
し
、
後
に
、
鳩
摩
羅
什
自
身
の
言
葉
と
考
え
ら
れ
る
文
の
前
に
も
「
又
云
」
と
あ
る
こ
と
、
あ
ま
り
に
も
頻
繁
に
「
又
云
」「
云
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
鳩
摩
羅
什
か
ら
の
答
書
を
抜
粋
引
用
し
て
い
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
答
書
の
文
脈
に
や
や
跳
躍
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
に
も
説
明
が
つ
く
。
出
典
未
検
。
「
力
」
字
、
宋
元
明
三
本
は
「
方
」
に
作
る
。
『
大
智
度
論
』
巻
第
二
十
四
佛
有
十
力
者
。
…
…
知
衆
生
過
去
未
來
現
在
諸
業
諸
受
。
知
造
業
處
知
因
縁
知
報
。
二
力
也
。（
大
正
二
五
・
二
三
五
ｃ
）
出
典
未
検
。
「
途
」
字
、
宋
元
明
三
本
は
「
塗
」
に
作
る
。
出
典
未
検
。
「
牙
」
字
、
宋
元
明
三
本
は
「
芽
」
に
作
る
。
「
法
」
字
、
宋
本
に
無
し
。
（
）
14（
）
15（
）
16（
）
17（
）
18（
）
19（
）
20（
）
21（
）
22（
）
23（
）
24（
）
25（
）
26（
）
27（
）
28（
）
29（
）
30（
）
31（
）
32
100
麗
本
諸
本
と
も
に
「
今
」
字
の
前
に
「
又
云
」
二
字
が
あ
る
。「
云
」
と
仏
典
か
ら
の
引
用
の
よ
う
で
は
あ
る
が
、
文
脈
上
、
鳩
摩
羅
什
自
身
の
言
葉
で
あ
る
。
い
ま
、「
又
云
」
二
字
を
衍
字
と
し
、
こ
れ
を
省
く
。
も
っ
と
も
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
鳩
摩
羅
什
の
答
書
が
抜
粋
引
用
さ
れ
て
い
て
全
文
で
は
な
い
た
め
に
、
引
用
の
区
切
り
ご
と
に
「
又
云
」
二
字
を
置
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
「
目
」
字
、
元
本
は
「
自
」
に
作
り
、
明
本
は
「
昔
」
に
作
る
。
「
不
與
目
對
」
は
、「（
未
来
や
過
去
と
い
う
も
の
は
）
直
接
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
」
と
い
う
意
か
、「（
鳩
摩
羅
什
が
姚
興
と
）
直
接
対
面
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
意
か
、
決
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
前
文
と
対
句
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
れ
ば
前
者
の
意
で
あ
る
。
ま
た
、
後
の
「
通
三
世
」
で
は
「
過
去
未
來
雖
無
眼
對
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
併
せ
考
え
れ
ば
、
こ
の
解
釈
を
後
押
し
す
る
。
一
方
で
、
直
後
の
段
に
「
俟
得
高
對
（
直
接
お
目
に
か
か
る
機
会
を
待
っ
て
）」
と
あ
り
、「
對
」
が
姚
興
と
の
対
面
を
念
頭
に
用
い
ら
れ
て
い
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。
い
ま
、
か
り
に
前
者
の
意
に
取
る
。
出
典
未
検
。
恐
ら
く
は
取
意
。
麗
本
は
前
か
ら
続
く
一
連
の
文
と
し
て
い
る
が
、
宋
元
明
の
三
本
は
改
行
し
て
別
行
と
す
る
。
ま
た
、
明
本
は
「
般
若
」
字
の
下
に
「
後
秦
主
姚
興
」
の
五
字
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
従
え
ば
、「
通
不
住
法
住
般
若
」
七
字
は
姚
興
か
ら
の
返
書
の
見
出
し
と
判
断
さ
れ
る
。
い
ま
、
こ
れ
を
見
出
し
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
内
容
と
し
て
は
、
姚
興
の
鳩
摩
羅
什
へ
の
返
書
と
す
る
よ
り
も
、
鳩
摩
羅
什
か
ら
姚
興
へ
の
答
書
の
一
部
と
す
る
方
が
相
応
し
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
明
本
一
本
の
み
で
は
あ
る
が
、
姚
興
の
言
葉
と
明
記
し
て
い
る
こ
と
は
無
視
し
づ
ら
い
。
後
に
は
「
通
聖
人
放
大
光
明
普
照
十
方
」「
通
三
世
」「
通
一
切
諸
法
空
」
と
「
通
～
」
と
い
う
形
式
の
見
出
し
の
文
章
が
続
く
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
題
に
つ
い
て
の
理
解
を
端
的
に
ま
と
め
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
鳩
摩
羅
什
の
答
書
を
承
け
て
姚
興
が
ま
と
め
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
鳩
摩
羅
什
の
答
書
に
対
応
す
る
内
容
を
見
出
せ
な
い
部
分
が
多
く
、
こ
の
部
分
も
鳩
摩
羅
什
の
答
書
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
も
拭
い
切
れ
な
い
。
ま
た
、「
通
三
世
」「
通
一
切
諸
法
空
」
の
二
篇
は
、
内
容
的
に
姚
興
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
通
～
」
と
い
う
形
式
の
見
出
し
の
文
章
四
篇
す
べ
て
が
姚
興
に
よ
る
も
の
と
断
ず
る
に
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
こ
の
見
出
し
以
降
を
、
姚
興
の
言
と
す
る
か
、
鳩
摩
羅
什
の
言
（
答
書
の
一
部
）
と
す
る
か
、
い
ず
れ
に
も
決
し
が
た
い
。
姚
興
に
よ
る
手
控
え
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
い
ま
は
他
者
に
宛
て
た
文
書
と
し
て
現
代
語
訳
す
る
。
「
住
般
若
」
は
、
内
容
的
に
「
不
住
般
若
」
と
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
異
本
も
見
出
せ
な
い
の
で
、
底
本
の
ま
ま
訓
む
。
『
大
品
般
若
経
』
巻
第
三
「
行
相
品
第
十
」
の
取
意
か
。
（
）
33（
）
34（
）
35（
）
36（
）
37（
）
38
101
不
住
何
等
。
不
住
檀
那
波
羅
蜜
。
乃
至
不
住
般
若
波
羅
蜜
。
不
住
阿
惟
越
致
地
乃
至
十
住
十
八
不
共
法
。（
大
正
八
・
二
三
九
ａ
）（『
大
智
度
論
』
該
当
箇
所
は
、
巻
第
四
十
三
、
大
正
二
五
・
三
七
四
ｂ
）
「
欲
使
行
人
忘
彼
我
遺
所
寄
」
の
十
字
は
、
句
造
り
と
し
て
は
「
欲
使
行
人
忘
彼
。
我
遺
所
寄
」
と
切
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
意
を
取
り
づ
ら
い
。
い
ま
、「
欲
使
行
人
忘
彼
我
。
遺
所
寄
」
と
切
り
、「
忘
彼
我
」
を
「
分
別
を
失
う
」
意
と
取
る
。
「
倚
薄
」、
倚
籍
に
同
じ
。
よ
る
。
た
よ
る
。
姚
興
「
通
三
世
論
」
の
末
尾
に
「
苟
因
理
不
絶
（
苟
し
く
も
理
に
因
て
絶
た
ざ
れ
ば
）」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
話
題
に
つ
い
て
は
、
姚
興
「
通
三
世
論
」
に
も
鳩
摩
羅
什
か
ら
の
答
書
に
も
該
当
す
る
話
題
を
見
出
し
得
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
姚
興
と
鳩
摩
羅
什
と
の
間
の
書
簡
往
復
は
一
度
の
み
で
は
な
く
、
複
数
回
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
或
い
は
、
鳩
摩
羅
什
か
ら
の
答
書
が
抜
粋
引
用
さ
れ
た
も
の
で
し
か
な
く
、
現
在
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
議
論
が
あ
っ
た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。
出
典
未
検
。
『
大
品
般
若
経
』
巻
第
二
十
六
「
畢
定
品
第
八
十
三
」
に
お
い
て
、
前
生
譚
に
お
い
て
仏
が
畜
生
の
身
と
な
る
こ
と
が
衆
生
を
利
益
す
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
大
正
八
・
四
〇
九
ｃ
）。
こ
れ
を
解
釈
し
た
『
大
智
度
論
』
巻
第
九
十
三
で
は
、「
鹿
」「
馬
」
を
具
体
的
に
挙
げ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
須
菩
提
問
。
若
菩
薩
有
如
是
善
根
成
就
。
云
何
本
生
因
縁
作
鹿
馬
等
。
佛
答
。
菩
薩
實
有
福
徳
善
根
成
就
。
爲
利
益
衆
生
故
受
畜
生
形
。
亦
無
畜
生
罪
。
…
…
（
大
正
二
五
・
七
一
四
ｃ
）
「
逆
數
」、
未
来
に
つ
い
て
考
え
予
測
す
る
こ
と
。『
易
』
説
卦
篇
に
「
數
往
者
順
。
知
來
者
逆
。
是
故
易
逆
數
也
。」
と
あ
る
の
を
参
照
。
「
夫
」
字
、
宋
元
明
三
本
は
「
大
」
に
作
る
。
（
大
正
五
〇
・
三
五
九
ｃ
）
木
村
［
一
九
六
〇
］
な
ど
を
参
照
。
木
村
［
一
九
九
五
］、
大
正
大
注
維
摩
詰
研
究
会
［
二
〇
〇
〇
］
な
ど
を
参
照
。
『
大
智
度
論
』
に
関
し
て
は
、
次
の
諸
論
文
を
参
照
。
平
川
［
一
九
五
七
］、
干
潟
［
一
九
五
八
］、
平
川
［
一
九
五
八
］、
印
順
［
一
九
九
三
］、
加
藤
［
一
九
九
六
］、
武
田
［
二
〇
〇
〇
ａ
］、
武
田
［
二
〇
〇
〇
ｂ
］、
齊
藤
［
二
〇
〇
六
］。
（
）
39（
）
40（
）
41（
）
42（
）
43（
）
44（
）
45（
）
46（
）
47（
）
48（
）
49（
）
50
102
『
十
二
門
論
』
に
つ
い
て
は
、
五
島
［
二
〇
〇
二
］
に
先
行
研
究
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
五
島
は
挙
げ
て
い
な
い
が
、
安
井
［
一
九
五
八
］
も
、
龍
樹
の
著
作
で
は
な
い
と
い
う
立
場
を
採
る
。
『
高
僧
伝
』
巻
第
六
「
道
恒
伝
」
羅
什
入
関
即
（
道
恒
は
）
往
修
造
。
什
大
嘉
之
。
及
訳
出
衆
経
並
助
詳
定
。（
大
正
五
〇
・
三
六
四
ｃ
）
僧
䂮
（
三
四
三
～
四
一
五
）
は
、
姚
興
の
命
令
に
よ
っ
て
、
中
国
で
初
め
て
僧
正
と
い
う
地
位
に
就
い
た
人
物
で
、
鳩
摩
羅
什
入
関
に
伴
っ
て
急
激
に
増
加
し
た
僧
侶
の
綱
紀
粛
正
に
つ
と
め
た
人
物
で
あ
っ
た
。『
高
僧
伝
』
巻
第
六
「
僧
䂮
伝
」（
大
正
五
〇
・
三
六
三
ａ
─
ｂ
）
『
高
僧
伝
』
巻
第
六
「
道
恒
伝
」（
大
正
五
〇
・
三
六
四
ｃ
）
『
弘
明
集
』
巻
第
十
一
「
道
恒
道
標
二
法
師
答
僞
秦
主
姚
略
勸
罷
道
書
并
姚
主
書
」「
僧
䂮
僧
遷
鳩
摩
耆
婆
三
法
師
答
姚
主
書
停
恒
標
奏
并
姚
主
書
」（
大
正
五
二
・
七
三
ｃ
～
七
五
ａ
）
「
姚
略
」
と
あ
る
の
は
、
姚
興
の
字
が
「
子
略
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
十
四
「
鳩
摩
羅
什
伝
」
　
弘
始
三
年
。
…
…
到
其
年
十
二
月
二
十
日
。
什
至
長
安
。
待
以
國
師
之
禮
。
甚
見
優
寵
。（
大
正
五
五
・
一
〇
一
ｂ
）
弘
始
三
年
は
四
〇
一
年
。『
高
僧
伝
』「
鳩
摩
羅
什
伝
」（
大
正
五
〇
・
三
三
二
ａ
）
も
同
様
の
記
述
。
「
語
」、
麗
本
は
「
晤
」
に
作
る
。
い
ま
、
三
本
等
に
従
っ
て
改
め
る
。
『
高
僧
伝
』「
鳩
摩
羅
什
伝
」（
大
正
五
〇
・
三
三
二
ａ
）
「
鳩
摩
羅
什
伝
」『
高
僧
伝
』
什
持
梵
本
興
執
舊
經
以
相
讎
校
。（
大
正
五
〇
・
三
三
二
ｂ
）
（
大
正
五
二
・
二
二
一
ｂ
）
仏
像
に
対
す
る
礼
状
は
、（
大
正
五
二
・
二
二
八
ｃ
─
二
二
九
ａ
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
「
安
成
侯
姚
嵩
表
」。
明
本
で
は
、
該
当
箇
所
を
「
上
後
秦
主
姚
興
仏
義
表
」
と
題
す
る
。
臣
言
。
上
通
三
世
甚
有
深
致
。
既
已
遠
契
聖
心
。
兼
復
抑
正
衆
説
。
宗
塗
亹
亹
超
絶
常
境
。
欣
悟
之
至
。
益
令
賞
味
増
深
。
加
爲
什
公
研
該
兼
備
。
實
非
愚
臣
所
能
稱
盡
。
正
當
銘
之
懷
抱
以
爲
心
要
。
臣
言
（
大
正
五
二
・
二
二
九
ａ
）
こ
の
「
安
成
侯
姚
嵩
表
」
に
は
複
数
の
書
状
が
併
せ
て
収
載
さ
れ
て
い
る
。
（
）
51（
）
52（
）
53（
）
54（
）
55（
）
56（
）
57（
）
58（
）
59（
）
60（
）
61
103
『
高
僧
伝
』「
鳩
摩
羅
什
伝
」
乃
著
通
三
世
論
以
勗
示
因
果
。
王
公
已
下
並
欽
賛
厥
風
（
大
正
五
〇
・
三
三
二
ｂ
）
「
泮
」
は
「
判
」
に
通
ず
る
（「
与
判
同
」（
詩
邶
風
）
。
明
本
は
「
判
」
に
作
る
。
「
通
三
世
論
」（
大
正
五
二
・
二
二
八
ａ
）
釆
睪
［
二
〇
一
五
］
参
照
。
「
通
三
世
」『
広
弘
明
集
』
巻
第
十
八
衆
生
歴
渉
三
世
。
其
猶
循
環
。
過
去
未
來
雖
無
眼
對
。
其
理
常
在
。（
大
正
五
二
・
二
二
八
ｃ
）
袁
宏
『
後
漢
紀
』
巻
第
十
「
孝
明
帝
紀　
下
」（『
後
漢
書
』
に
も
引
か
れ
る
。）
故
王
公
大
人
觀
死
生
報
應
之
際
、
莫
不
矍
然
自
失
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
十
四
「
鳩
摩
羅
什
伝
」（
大
正
五
五
・
一
〇
二
ａ
）
『
高
僧
伝
』
巻
第
二
「
鳩
摩
羅
什
伝
」（
大
正
五
〇
・
三
三
三
ａ
）
『
高
僧
伝
』「
鳩
摩
羅
什
伝
」（
大
正
五
〇
・
三
三
三
ａ
）
『
広
弘
明
集
』
巻
第
二
一
（
大
正
五
三
・
二
六
四
ｃ
）
湯
［
一
九
三
八
］
は
、
こ
の
「
誄
」
の
説
を
採
用
す
る
。（
二
七
八
）
な
お
、
斉
藤
［
二
〇
〇
〇
］
は
、「
誄
」
の
内
容
自
身
か
ら
も
「
鳩
摩
羅
什
法
師
誄
」
が
偽
撰
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
塚
本
［
一
九
五
五
］
鳩
摩
羅
什
の
没
年
を
弘
始
十
三
年
（
四
一
一
年
）
と
す
る
説
が
斉
藤
よ
り
前
に
皆
無
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
横
超
［
一
九
八
〇
］
が
「
彼
の
卒
年
に
つ
い
て
は
異
説
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
弘
始
十
三
年
（
四
一
一
）
と
い
わ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
二
二
六
）。
し
か
し
な
が
ら
、
横
超
は
そ
の
根
拠
を
示
し
て
い
な
い
。
『
広
弘
明
集
』
巻
第
十
八
（
大
正
五
二
・
二
二
八
ｂ
）
『
中
論
』（
大
正
三
〇
・
一
四
ｂ
─
一
六
ａ
）
「
什
法
師
答
」『
広
弘
明
集
』
巻
第
十
八
佛
説
色
陰
。
三
世
和
合
總
名
爲
色
。
五
陰
皆
爾
。（
大
正
五
二
・
二
二
八
ｂ
）
（
）
62（
）
63（
）
64（
）
65（
）
66（
）
67（
）
68（
）
69（
）
70（
）
71（
）
72（
）
73（
）
74（
）
75（
）
76（
）
77（
）
78
104
廬
山
慧
遠
「
沙
門
不
敬
王
者
論
」『
弘
明
集
』
巻
第
五
亦
爲
神
之
處
形
。
猶
火
之
在
木
。（
大
正
五
二
・
三
一
ｂ
）
木
村
［
一
九
六
〇
］（
遺
文
篇
三
九
一
）
の
注
は
、『
荘
子
』
養
生
主
篇
の
「
指
窮
於
為
薪
、
火
傳
也
、
不
知
其
盡
也
」
を
提
示
す
る
が
、
文
意
も
文
形
も
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
或
い
は
、
こ
の
時
代
に
一
部
で
流
行
っ
た
譬
喩
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
『
中
論
』
は
複
数
回
に
わ
た
っ
て
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
端
的
に
表
し
て
い
る
の
は
、『
中
論
』
に
対
し
て
僧
叡
と
曇
影
と
の
二
つ
の
序
文
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
木
村
［
一
九
八
六
］
が
『
肇
論
』
や
『
大
智
度
論
』
の
中
に
幾
通
り
か
の
形
で
『
中
論
』
の
偈
頌
が
翻
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
恐
ら
く
は
、
長
安
に
入
る
以
前
か
ら
『
中
論
』
は
何
度
も
訳
し
直
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
十
一
「
中
論
序
」（
大
正
五
五
・
七
七
ｂ
）
『
広
弘
明
集
』
巻
第
十
八
（
五
二
・
二
二
八
ｃ
）
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
十
四
「
鳩
摩
羅
什
伝
」（
大
正
五
五
・
一
〇
一
ｃ
）
な
ど
。
道
安
が
提
唱
し
た
「
五
失
本
三
不
易
」
は
、「
摩
訶
缽
羅
若
波
羅
蜜
経
抄
」（
大
正
五
五
・
五
二
ｂ
～
ｃ
）
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
横
超
［
一
九
五
五
］
を
参
照
。
『
高
僧
伝
』
に
は
、
鳩
摩
羅
什
の
翻
訳
論
と
も
い
う
べ
き
言
葉
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
什
毎
為
叡
論
西
方
辞
體
商
略
同
異
云
。
天
竺
国
俗
甚
重
文
製
。
其
宮
商
體
韻
以
入
絃
為
善
。
凡
覲
国
王
必
有
賛
徳
。
見
仏
之
儀
。
以
歌
歎
為
貴
。
経
中
偈
頌
皆
其
式
也
。
但
改
梵
為
秦
失
其
藻
蔚
。
雖
得
大
意
殊
隔
文
體
。
有
似
嚼
飯
与
人
。
非
徒
失
味
。
乃
令
嘔
噦
也
。（『
高
僧
伝
』
巻
第
二
「
鳩
摩
羅
什
伝
」（
大
正
五
〇
・
三
三
二
ｂ
）
こ
こ
に
見
ら
れ
る
考
え
方
は
、
翻
訳
不
可
能
論
と
い
う
よ
り
は
翻
訳
否
定
論
と
い
っ
た
方
が
ふ
さ
わ
し
い
。
文
体
に
関
し
て
は
、
鳩
摩
羅
什
は
、
翻
訳
さ
れ
た
も
の
に
対
し
て
嫌
悪
感
す
ら
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
『
出
三
蔵
記
集
』「
鳩
摩
羅
什
伝
」（
大
正
五
五
・
一
〇
一
ｃ
）。『
高
僧
伝
』
も
ほ
ぼ
同
文
。
ibid.
『
高
僧
伝
』「
鳩
摩
羅
什
伝
」（
大
正
五
〇
・
三
三
二
ｃ
）。『
出
三
蔵
記
集
』
に
も
ほ
ぼ
同
文
が
あ
る
。
『
出
三
蔵
記
集
』「
鳩
摩
羅
什
伝
」（
大
正
五
五
・
一
〇
一
ｃ
）。『
高
僧
伝
』
も
ほ
ぼ
同
文
。
（
）
79（
）
80（
）
81（
）
82（
）
83（
）
84（
）
85（
）
86（
）
87（
）
88（
）
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白
土
［
一
九
五
七
］
六
一
。
な
お
、
白
土
［
一
九
五
六
］
も
参
照
。
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
十
四
「
鳩
摩
羅
什
伝
」（
大
正
五
五
・
一
〇
二
ａ
）
　
　
後
有
外
國
沙
門
來
曰
。
羅
什
所
諳
十
不
出
一
。
『
高
僧
伝
』
巻
第
二
「
鳩
摩
羅
什
伝
」（
大
正
五
五
・
三
三
三
ａ
）
も
ほ
ぼ
同
文
。
僧
叡
「
関
中
出
禅
経
序
」『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
九
（
大
正
五
五
・
六
五
ａ
）
こ
こ
に
い
う
「
中
国
人
」
と
い
う
表
現
が
、
現
在
で
い
う
国
籍
を
表
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
況
し
て
や
、
現
在
の
中
華
人
民
共
和
国
及
び
そ
の
国
民
を
指
す
わ
け
で
も
な
い
。
厳
密
に
定
義
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、「
漢
語
の
み
を
扱
い
、
漢
民
族
の
文
化
に
重
き
を
置
い
て
生
活
し
て
い
た
人
」
と
し
て
本
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
「
慧
遠
伝
」『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
十
五
（
大
正
五
五
・
一
一
〇
ｂ
）
（
）
90（
）
91（
）
92（
）
93（
）
94
